


■　巻頭言「東日本大震災復興と相談事業について考えること」

■　懲戒処分に関する全件調査委嘱制度について

■　リーガルサポート京都支部の今、そしてこれから

■　公嘱の活動について

■　数次相続における一人っ子の相続登記に関する判例の一考察
　　そもそも遺産分割決定書って何ですか？の話

■　各種法人の特徴及び設立手続き

■　最高裁判所平成26年7月17日第一小法廷判決
　　～「子の安定した身分保障」を優先とした最高裁初判断～

■　司法書士の日記念シンポジウム
　　相続･遺言のススメ＆司法書士による無料相談会

■　第77回日司連定時総会について

■　北部地域後見推進プロジェクト（PT）の概要

■　肌で感じる現地研修会を企画して

■　現地研修会のレポート（長島愛生園）

■　司法書士法教育ネットワーク主催記念研究会を終えて

■　宇治市消費者まつり　参加報告

■　岩手県沿岸巡回相談　参加報告

■　犯罪被害者支援について

■　Let’s enjoy　ハイキング

■　フットサル同好会便り

■　大阪マラソン2014参加レポート

■　あんな坂こんな坂

■　ユーフォニアムの翼に乗せて

■　JICA研究所主催「紛争後の土地･不動産問題」研究セミナーに参加して

■　ショシランガイド
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んにちは、司法書士会の者です、巡回の法律相談

に参りました」と声をかけて出てきてもらい、相

談事や困りごとはないですかと尋ねて玄関先で相

談を受け付けるのである。最初のうちは、慣れて

いないので、おずおず感があったが、一区画もま

わると恥ずかしさや抵抗感はなくなり、むしろ積

極的に巡回できたように思えた。ただ、巡回を進

めてはいっても、留守宅も多く五軒に一軒ぐらい

しか玄関まで出てきてもらえず、仮に出てきても

らっても「相談ごとは今すぐには思いつかない」

「特に相談事はない」といった反応であった。また、

少しは話ができたとしても、明確に法律的な相談

事はほとんどなかった。つまり、話の内容は行政

の復興事業に対する不満や将来に対する不安など

が中心で、我々がアドバイスを行い法律問題で解

決できるような内容ではなかったのである。被災

者の方も我々にこのような内容の相談をしても愚

痴にしかならないことを感じているように思えた。

実際、二日間の相談活動を通じて我々が解決の糸

口や疑問を解消できるような相談はほとんどな

かったのではないだろうか。時間と労力、そして

経費をかけて岩手県まで来たが、そして使命感を

抱いて相談活動を行ったつもりであったが、結果

として個人的には達成感や充実感を感じることは

できなかったのである。

そして考えること

東日本大震災が東北地方を襲ってから早四年以

上が経過し、震災の衝撃は多くの日本人から忘れ

られようとしている。最近は風評被害さえ聞くこ

とがなくなったように思える。我々は東北地方か

ら遠く離れたところで日々暮らしているので、震

災の傷跡や復興の苦労や辛さは肌身ではわからな

い。「震災を風化させてはならない」、「復興は道半

ばでまだまだ進んでいない」や「多くの被災者は

いまでも仮設住宅で不自由な生活を強いられてい

る」という言葉は、日本司法書士会連合会の会長

会などに参加すると震災関連の事業報告の際によ

く耳にする。しかし、実際に被災地に出向いて、

自身の目と耳で見て聞かないとそれらの言葉の重

みはわからない。たった二泊三日の滞在ではあっ

たが、釜石市の巡回法律相談に参加してわかった

ことのひとつである。また、被災地の現状が少し

は理解できたとしても今後将来にわたり、我々司

法書士が、被災者の支援や復興の一助にその専門

性を生かすことが本当にできるかという疑問も同

時に感じた。少なくとも巡回法律相談では我々の

思いと努力は空回りしているのではないだろうか。

確かに、高台移転事業や土地区画整理事業におけ

る相続登記未了問題については、今後、相続財産

管理人と不在者財産管理人への積極的関与を含め

司法書士に一定の役割が期待されている。実際、

すでに復興庁の派遣要請などにも対応している。

震災の発生直後から、相談活動等の対策事業を継

続して行い、これまで我々は日本司法書士会連合

会を司令塔に司法書士会をあげて「復興」に向け

て努力を重ねてきたことは紛れもない事実である。

しかし、今後も被災者に寄り添い我々の専門性を

有効に生かすためには、そろそろ活動の点検や見

直しをするべき転換点に来ているのではないだろ

うか。

岩手県会の沿岸地域巡回法律相談に参加して

残暑も厳しい８月30日（土）、31日（日）の二日

間にわたり、岩手県司法書士会が主催する釜石市

を中心とした沿岸地域の、現在も仮設団地での生

活を余儀なくされている東日本大震災被災者を対

象とする巡回法律相談に若手三名とともに参加し

た。日本司法書士会連合会が地元会と連携して震

災当初から復興支援の一助として取り組んでいる

相談事業の一環であるが、地元の司法書士会だけ

では人的にも予算的にも対応が困難であることか

ら、京都会もこれまで現地へ積極的に相談員を派

遣してきたところである。私個人としても遅まき

ながら初めての参加となった。一日目の土曜日か

ら効率的に相談活動を行うためには前泊する必要

があり、前日金曜日の午後４時50分伊丹空港発の

飛行機で花巻空港まで行き、花巻からレンタカー

で午後９時頃に釜石市街に到着した。やはり東北

は遠いなと感じながら、なんとか夕食にありつき

翌日からの巡回相談に備え、ビジネスホテルに宿

泊した。翌朝早々、釜石市街から大槌町にレンタ

カーで30分程かけて移動し、同町のショッピング

センター内に常設されている、大槌町司法書士相

談センターで地元会の会員から相談票などの備品

を受け取り、目的地の沿岸地域に点在する仮設団

地へ出発した。阪神淡路大震災の際には近隣地域

の司法書士として、神戸市や西宮市へ震災相談に

参加した経験があるものの、若いころのように活

発な相談活動ができるかどうか不安な気持ちを抱

きながらも、使命感に燃えて二日間の相談活動を

開始したのである。

仮設団地の現状

釜石市内に点在する仮設団地を効率よく巡回す

るため、レンタカーを二日間借り切って移動手段

としたが、移動の途中で瓦礫の山はさすがに見か

けなかった。しかし、区画整理は未整備で、高台

の造成も未完成の状態であり、復興が進んでいる

ようには見えなかった。なお、結果的に予定して

いたすべての仮設団地は巡回できなかった。目指

す複数の仮設団地はそれぞれが相当な距離で離れ

ており、また、レンタカーのカーナビゲーション

の情報が震災前のものであったので、震災後に造

られたばかりの道路や未整理の区画と整合せず目

当ての仮設団地になかなか辿り着けなかったこと

が、その理由である。また、目指す仮設団地に辿

り着いても、団地に進入する道路が車で通行する

のが困難なほど細いうえに、舗装はおろか平坦に

すらされておらず、車の底をこするほど凹凸が激

しい路地を通らないと入れないところもあり、移

動自体に苦労を強いられた。団地内を巡回すると、

震災直後に比べると仮設住宅に空室が多くなって

いたが、それ以上に空室ではないように見える仮

設住宅でもポストに新聞やチラシが大量に溜まっ

ているなど、長い間留守にしている様子が伺える

仮設住宅の多さも目立った。

相談の現状

相談活動の手法は、二名ずつ２班に分かれて相

談票や配布用の相談会開催の案内チラシを持って

一戸ずつを訪問して回るローラー作戦である。仮

設団地は、50戸程度のところから300戸以上あると

ころまで様々な規模のものがあったが、総じて沿

岸の幹線道路から離れた山間部に建設されていた

ように思えた。津波の二次被害を考慮してのこと

だろうか。仮設団地内の仮設住宅にはインターホ

ンは設置されていないので、玄関先から室内に「こ

「東日本大震災復興と
　　相談事業について考えること」

京都司法書士会　会長 森　中　勇　雄
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司法書士が司法書士法または司法書士法に基づ

く命令に違反したとき（以下、「非違行為」という。）

の懲戒権者は、法務局または地方法務局の長であ

り、京都の場合は京都地方法務局長である。

京都地方法務局長は、非違行為を犯した京都司

法書士会（以下、「会」という。）の会員に対して

戒告、二年以内の業務停止、業務の禁止の処分を

することができる（司法書士法第47条）。

よって、司法書士が受任処理した業務に対する

苦情が、京都地方法務局（以下、「法務局」という。）

に持ち込まれた場合、法務局は自ら苦情者に対し

て、或いは被苦情者たる司法書士に対して事情聴

取等の調査を行ない、非違行為が当該司法書士に

存すれば、京都地方法務局長は当該司法書士に対

して、懲戒処分をすることとなる。

この懲戒処分の前提として、会員が司法書士法

もしくは司法書士法施行規則または日本司法書士

会連合会会則もしくは京都司法書士会会則に違反

すると思料するとき、または違反するおそれがあ

ると認めるとき、または法務局からの調査委嘱を

受けたときに、公正･中立な立場で調査を行なう綱

紀調査委員会（12名の委員と２名の外部委員）が

会に組成されており、法務局は後記のとおりその

調査を尊重して綱紀調査委員会への調査委嘱（司

法書士法施行規則第42条第２項）を付託していた

だいているものと思われる。

京都においては、法務局に持ち込まれた苦情案

件の内、法務局の事情聴取の結果、非違行為の存

するおそれがある案件等綱紀調査委員会の調査を

経ることが妥当と思料される案件については、全

件が法務局から会に対して調査委嘱がされ、会に

おいて調査を行なっている。

その結果、法務局に持ち込まれた綱紀調査案件、

会に持ち込まれた綱紀調査案件共に綱紀調査委員

会において調査対応ができているが、この取扱い

は全国的には少ないようである。

約10年程前に団体信用生命保険が付された抵当

権設定登記につき、被担保債務の弁済が生じたと

して金融機関の担当者から抵当権抹消の登記必要

書類が司法書士に交付され、所有者の確認をせず

抵当権抹消登記を申請した司法書士が本人確認義

務違反により懲戒処分に処せられた事案が全国的

に多数発生した。この原因は、抵当権設定登記時

に金融機関が所有者から署名･捺印をもらっておい

た抹消登記委任状を保管し、弁済時にその委任状

を司法書士に交付したのだが、実は、所有者は既

に死亡しており、その死亡保険金により弁済され

たものであることが、後日登記申請された相続を

原因とする所有権移転登記申請がなされたことに

より発覚したものである。

所有者の本人確認をせず、抵当権抹消登記を申

請した司法書士は全国的に散在しており、地域に

より異なった懲戒処分が法務局または地方法務局

の長によりなされたことに端を発する。

その当時、私はブロック推薦の日本司法書士会

連合会（以下、「日司連」という。）理事として東

京におり、当時の中村邦夫日司連会長が頭を悩ま

せていたことを思い出す。

既述の経緯から、現在の日司連執行部は、法務

局または地方法務局の長による懲戒処分の軽重を

ある程度均一化するため、法務局から司法書士会

への調査委嘱の必須化、司法書士会からの量定意

見を尊重した懲戒処分を目指して、法務省民事局

民事第二課と調整の上、全国の司法書士会に対し

て平成26年開催の定時総会等において法務局また

は地方法務局から懲戒処分に関する全件調査委嘱

懲戒処分に関する
全件調査委嘱制度について

京都司法書士会　副会長 俣　野　真知郎

特　　　集

140年を超える司法書士制度は、登記業務及び裁判所等提出書類作成を軸とし、

時代の流れの中で成年後見業務や簡裁における訴訟代理業務など、新たな業務を加

え発展してきました。

今回の特集では、司法書士を取り巻く環境が厳しくなる中、任意団体でありなが

ら司法書士制度の発展に大きく関わってきたリーガルサポートと公嘱の活動を取り

上げました。

また、懲戒処分の全件調査委嘱制度については、会員のみなさんが関わることの

無いことを祈りつつ、制度として理解を深めていただきたく取り上げています。

特　集
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を受けるための会則及び関連諸規則等の一部改正

や制定（京都においては、京都司法書士会会則の

一部改正、懲戒処分の量定意見に関する規則制定、

役員の選任に関する規則の一部改正、注意勧告運

用規則の一部改正、被雇用司法書士の調査等に関

する規則の一部改正）、並びに綱紀調査外部委員の

選任を行なうべしとの通知を出し、京都司法書士

会においても平成26年５月17日開催の定時総会に

おいて会則及び関連諸規則等の一部改正や制定、

綱紀調査外部委員（学者２名）の選任議案を提案し、

総会での承認をいただいた。

なお、この懲戒処分に関する全件調査委嘱制度

による新手続は、平成26年10月１日以降に会長か

ら綱紀調査委員会に対して調査付託がなされる事

案（法務局からの調査嘱託事案を含む。）について

適用される。

新手続きのもう一つのポイントは、綱紀調査委

員会作成にかかる調査結果報告書の事実認定結果

が、司法書士法もしくは司法書士法施行規則また

は日司連会則もしくは京都司法書士会会則または

京都司法書士会施行規則に違反する事実があると

された場合は、会長から量定意見検討小理事会（会

長１名、副会長２名、理事２名、内部参与１名、

外部参与１名以上７名で組成）に量定の付託がな

され、量定意見検討小理事会においては、法務省

民二訓第1081号司法書士等に対する懲戒処分に関

する訓令と日司連がデータ化している懲戒処分事

例を参考にして量定意見を出すことである。

量定意見検討小理事会において検討の上、出さ

れた量定意見は、日司連の量定意見審査会に回付

され、会の量定意見が妥当かどうかの審査がなさ

れる。

最後に、会長は、会員に法又は施行規則の違反

事実がない場合は、違反事実なしの旨の報告書（「当

該委嘱事案は、違反事実はなく懲戒処分に該当し

ない旨」の報告書）を法務局に対して提出し、量

定意見検討小理事会において量定が出された事案

については、その量定意見書と日司連の量定意見

審議結果書を添付した報告書を法務局に対して提

出することになる。

以上が、新制度の流れであるが、法務局からの

調査委嘱案件については、その委嘱後、法務局へ

の報告までに原則６カ月とされており、その期間

を大幅に超過する場合は、その理由と共に法務局

に報告しなければならないとされていることから、

綱紀調査委員会の委員には大変なご苦労をかける

こととなる。

以上の流れで手続きは進むのであるが、会には

注意勧告制度（副会長１名と理事６名で組成され

る注意勧告小理事会が審議を行なう。）や会長指導

制度という非違行為の予防、或いは再発予防のた

めの手続きも存在する。

我々会員は、会や同職に迷惑をかけないために

も、受託事件処理については、着手時に手続費用

や処理期間等について依頼者に説明し、その後時

間を要する案件については、依頼者と密に連絡を

取って経過報告をし、法令を遵守して業務を遂行

しなければならないと痛感するのであり、手間隙

はかかるがそれを惜しまないことが依頼者からの

苦情等の防止に繋がるものと考える。

以　上

１．増え続ける後見事件

リーガルサポートが設立されて15年が経過しま

した。相変わらず後見開始事件は増加を続けてお

り、おかげさまでリーガルサポート京都支部の会

員も200人を超えました。

全国の認知症の方は、ＭＣＩという前段階の方

も含めて800万人超とも言われています。知的障が

い、精神障がいの方も合わせると延べ1100万人を

超え、後見事件の増加は今後も続くものと思われ

ます。この方々の権利をきちんと守るためには、

隣接諸業種などを加えたとしても、まだまだマン

パワーが足らないと言わざるを得ません。

増加する後見事件に対して、後見人等の指導監

督を事業の一つとしているリーガルサポートとし

ても抜本的な対応を迫られていました。京都支部

でも今や1500件余りの業務報告を30名の執務管理

委員で調査しています。そうした量的な増加に対

応するために、リーガルサポートでは昨年から「Ｌ

Ｓシステム」というクラウド･コンピューティング

を利用したシステムを導入し、全国統一の方法で

後見執務の監督を始めました。インターネット上

のサーバーに設けられたシステムに、各会員の事

務所等からアクセスして後見事件のデータを入力

し、執務管理委員もそこにアクセスしてチェック

するというものです。もちろんセキュリティのた

めに個人を特定する情報は入力しないこととなっ

ています。新しいシステムであるため、まだ軌道

に乗せるのに四苦八苦しているという状況ですが、

慣れてくれば、法定後見に関しては、報告書の作

成もパソコンの画面上でできるため、プリントア

ウトや送付または持ち込みの手間が省けますし、

監督する側も集まらなくても良いので、大幅に効

率が上がるものと考えられています。

２．後見人候補者の偏在

後見事件の増加に伴って、会員の偏在という問

題も大きな課題となってきました。現在、後見人

等候補者名簿に載っている京都支部の会員が165

名、うち、府下北部の会員が19名、府下南部の会

員が36名です。特に京都府北部は京都市内に比べ

て高齢化率が高く、交通の便が悪いという悪条件

を抱えています。なんとか京都市内から支援して

もらうにも、自治体によっては成年後見制度利用

支援事業が整備されておらず、後見人報酬はおろ

か、被後見人等の元へ行くのに交通費が持ち出し

になるため後見人の推薦が出来ないというような

事例もありました。リーガルサポート本部はこう

した全国の過疎地対策として、低所得の被後見人

のために交通費を助成するという制度を始めまし

た。また、京都支部においても府下地域連携委員

会委員を中心として司法書士会に「北部地域後見

促進プロジェクトチーム」を設置していただき、

北部地域の自治体や地域包括支援センターと連携

を図っています。

量的な問題もさることながら、質的にも成年後

見制度は、その定着を図る時期から新たな段階に

入ったと考えられます。

３．必要なコミュニケーション能力

まず、後見事件の増加に伴う不正事件の防止が

大きな課題となっています。家庭裁判所はその対

策として後見制度支援信託を導入しました。流動

資産が千数百万円ある後見事件について、親族が

後見人となる際には、日常に必要となる金額を除

いて信託財産とし、特段に必要となる場合には裁

判所の許可を以て出金するという制度です。被後

見人の財産の大部分を凍結するという点で、「家産」

リーガルサポート京都支部の今、
そしてこれから

公益社団法人成年後見センター　リーガルサポート
京都支部　支部長 森木田　一　毅

特　　　集
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という意識が強い親族後見人には抵抗が強く、法

律に基づかないで事実上被後見人の財産権を制限

することに問題もあるのですが、残念ながら必要

悪と言わざるを得ない状況です。現在、既存の親

族後見人が管理している事件についても利用が進

められており、弁護士･司法書士が信託契約締結の

ための共同後見人として選任されるケースが増加

しています。親族後見人との軋轢も見受けられる

仕事ですが、専門職としてのコミュニケーション

能力を生かして対応していただかなければなりま

せん。

コミュニケーション能力といえば、京都支部に

寄せられる苦情の中で、親族や介護関係者に対す

る説明が不十分で不信感を持たれてしまうケース

も目立ちます。近年、司法書士の財産管理業務に

注目が集まっているために、成年後見もその一ヴァ

リエーションと考えられている節もあります。確

かに財産管理は成年後見制度の大きな要素ですし、

家庭裁判所はほとんどその面しかチェックしてい

ないのではないかという声も聞かれます。しかし、

成年後見制度は、被後見人等の生活を支えるのが

目的です。生身の人間の生活を支えることは後見

人だけでできるはずもなく、本人との対話や親族

や福祉･介護関係の方々との連携が不可欠です。そ

の連携があってこそ身上配慮義務を尽くした財産

管理ができるのであって、財産の保全さえしてい

ればよいというものでは決してありません。むし

ろ、ご本人や周りの方々と接する中で、辛い状況

が改善し、笑顔が増えていくことこそ成年後見と

いう仕事の醍醐味なので、これから成年後見に取

り組んでみようという方は、この点誤解の無いよ

うにしていただきたいと思います。ＡＤＲ等に関

する研修でコミュニケーション能力を磨くことも

後見人の素養として大事なことです。

４．権利擁護が専門職後見人の役割

もう一つが市民後見人の養成です。会員の中に

は、リーガルサポートが何故商売がたきになるよ

うな市民後見人の養成に協力しなければならない

のか、というような声もあるように伺ったことが

あります。しかし、冒頭にも述べたように後見人

として必要なマンパワーは、現在、専門職後見人

と位置付けられている弁護士、社会福祉士および

司法書士だけでは賄い切れません。社会が成年後

見制度を必要とする限りは、市民後見人の養成は

不可欠です。簡易裁判所事件の代理権が付与され

て、弁護士会が研修に協力してくれたように、こ

れからは市民後見人だけでなく、隣接諸業種の成

年後見に関する研修会にも講師を派遣していかな

ければならないでしょう。私達専門職は、市民後

見人等に対して、専門職としての知識･経験を活か

してこれを支える立場になっていかなければなら

ないのです。

今はまだ市民後見人の選任数は多くありません。

将来、市民後見人の選任が増えてくると、親族後

見人･市民後見人と専門職後見人との住み分けを考

えていかなければなりません。

現状でも、財産管理の複雑な案件や虐待など権

利侵害のある案件は、専門職後見人が担っていま

す。これまでの制度の定着を図る時期においては、

比較的単純な財産管理案件でも司法書士に推薦依

頼が参りましたが、これからはますます専門性を

発揮しなければならない事案が増えてくるでしょ

う。家庭裁判所としても、問題のない案件は後見

制度支援信託を利用しながら親族後見人や市民後

見人に任せ、難しい案件については人数の限られ

た専門職をあてるという方向性にならざるを得ま

せん。そこで求められるのは、登記事務のように

結論が決まった仕事の完成を処理する能力ではな

く、裁判事務のように裁量の中で被後見人の最善

の利益を図る工夫をする能力です。リーガルサポー

トとしても財産管理だけでなく、権利擁護関係の

研修にも力を入れていきたいと考えていますし、

司法書士会の裁判事務関係の研修もしっかり受講

して、スキルを磨いていただきたいと思います。

司法書士法改正議論の中で家事事件の代理権付与

という論点が出ていましたが、成年後見事務の中

でしっかり権利擁護を図ることがその裏打ちにな

るでしょう。

５．人権感覚の涵養を

去る10月27日に成立した「京都市不良な生活環

境を解消するための支援及び措置に関する条例」

制定に際して、リーガルサポート京都支部は、日

本司法書士政治連盟京都会にご協力いただいて市

会議員の方に意見を届けました。同条例は、先の

司法書士会定時総会でも質疑応答に取り上げられ

た「京都市空き家の活用，適正管理等に関する条

例」以上に居住している高齢者･障がい者に影響の

大きいものです。不覚にもパブリックコメントが

求められたときは、これに関する情報を得ておら

ず、市会が開催されてから慌てて対応したのです

が、医療･福祉分野からも条例に関する不安の声が

上がっており、附帯決議という形ではありますが

強制措置の発動は慎重に行う旨が確認されました。

もちろん後見人が関わっておれば、本人の事情を

全く無視してさっさとゴミ屋敷を片付けるという

ようなことは無いものと思いますが、多くの場合、

ゴミ屋敷に居住している高齢者･障がい者は、人と

の関わりを拒否しており、後見人を付けることす

ら容易ではありません。下手をすると住環境の改

善を求める近隣等の声に対して、反論もできない

まま強制措置となり、症状を悪化させてしまうと

いうことも大いにありえます。成年後見に関わる

者としては、そうした声なき者の声に耳を澄まし、

後見制度という手段を通じて人権を守ることがで

きるよう、心がけておかねばならないと痛感する

出来事でした。

６．おわりに

なんだか厳しい話ばかりになってしまいました

が、成年後見という仕事は先にも述べたように、

生身の人間の生活を対象にする仕事なので難しさ

もありますが、やりがいも大きい仕事です。連携

が欠かせない福祉･介護･医療関係の方々も献身的

な姿勢の方が多いですので、楽しく仕事ができま

す。リーガルサポートに入らなくても成年後見の

仕事はできるし、義務ばかり多くて入りたくない、

という声も耳にしますが、成年後見の仕事はマニュ

アルで解決できるものではありませんし、相談で

きる仲間を持つことが何よりのメリットでしょう。

特に若手の方のリーガルサポートへの積極的な参

加を歓迎いたします。
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当協会は、昭和60年の司法書士法の一部を改正

する法律に基づき、法務大臣の許可を得て、昭和

61年１月21日に民法上の公益社団法人として設立

されましたが、一般社団法人及び一般財団法人に

関する法律の施行により、京都府の許可を得て、

平成25年７月１日から一般社団法人に移行しまし

た。平成26年６月末日現在の社員数は120名です。

登記手続のうち、官公署等がその事業に関して

法務局に嘱託又は申請する登記は、公共嘱託登記

といわれ、具体例としては、官公署等が行う用地

買収のための土地の所有権移転登記やその前提と

しての相続登記、住所氏名変更登記、担保権抹消

登記等があります。

公共嘱託登記は、官公署の行う公共の利益とな

る大規模な事業を伴うため、一時的に大量の登記

嘱託事件が登記所に集中するという性質を有して

いますが、専門家でない官公署等の職員が作成し

た登記嘱託書には不備が多いこともあり、公共嘱

託登記事件の処理遅滞は、登記所における一般登

記申請事件の処理にも影響を与え、不動産に関す

る国民の権利保護や取引の安全･円滑を阻害する要

因となっていました。しかし、個々の司法書士事

務所では、一時的に大量の登記嘱託事件を処理す

ることは不可能ですので、その処理を可能とする

ための制度として、公共嘱託登記司法書士協会の

制度が創設され、今日に至っています。

当協会の事業は、「官公署等の嘱託を受けて不動

産の権利に関する登記につき司法書士法第３条第

１項第１号から第５号までに掲げる事務」を行う

こととされていますが、その趣旨は、「登記所にお

ける円滑な事務処理に影響を与えている（個々の

司法書士事務所では処理できない）公共嘱託登記

手続」を「司法書士及び司法書士法人の専門的能

力を結合して」処理することによって、（登記所に

おける）登記手続の適正かつ円滑な実施に資し、

もって（不動産登記手続及び司法書士制度の目的

である）国民の権利の保護を図ろうとするもので

す。

当協会は、社員並びに関係者各位のご尽力によ

り、当協会の運営、業務の遂行につき多大なご支

援、ご協力を給わり、これまで京都府、京都市を

始め多くの公共団体や行政機関より厚い信頼を頂

き、不動産嘱託登記手続につき、長年にわたり実

績を積み重ねてまいりました。

受託業務の中には、相続人が多数あり慎重な処

理を要するものや難解な案件などがありますが、

社員各位の能力を結合し、研修会を開催して研鑚

し、また社員相互間で情報交換を行うなどして、

業務を確実かつ適切に処理すると共に、官公署等

の担当者の方との連絡も円滑にすすめ、当協会と

官公署等との間でより一層の信頼関係を構築し、

魅力ある組織となるよう改革と運営を行っていき

たいと思っております。

以　上

公嘱の活動について

一般社団法人京都公共嘱託登記司法書士協会
代表理事　理事長 北　代　貞　男

特　　　集

１．はじめに

本稿では、従来は全国的に１件で申請すること

ができた相続登記が、平成24年12月、東京法務局

で却下され、東京地方裁判所で訴訟となった事例

につき検討することとします。（尚、第１審判決が

言い渡されましたが、平成26年夏の時点で確定し

ているか否かは不明ですので、この点については

ご理解くださいませ。）

２．具体的事例

被相続人甲の相続人が乙及び丙の２人であり，

被相続人甲の死亡に伴う相続（以下、「第１次相続」

とします。）について 遺産分割未了のまま 乙が死

亡し、乙の死亡に伴う相続（以下、「第２次相続」

とします。）における相続人が丙のみである場合に

おいて、丙が被相続人甲の遺産に属する不動産を

直接相続した旨を記載した遺産分割決定書と題す

る書面を添付してした当該遺産に属する不動産に

係る第１次相続を原因とする甲から丙への直接の

所有権移転登記申請に対し，登記官が登記原因証

明情報の提供がないとしてした却下決定が適法と

された事例

まずは、上記事例につき、判例（東京地方裁判

所　平成25年（行ウ）第372号処分取消等請求事件）

で示されている原告、被告双方の主張及び裁判所

の判断をまとめてみることにします。

３．原告（丙）の主張の要旨

（１）原告（丙）は、乙の死亡後において、１次相

続における亡乙の相続人としての地位と、原

告固有の甲の相続人としての地位とを併有し

ており、本件遺産に係る遺産共有状態は実質

的に継続しているのであるから、原告が単独

で、それぞれの地位に基づき遺産分割を行う

ことは可能である。そして、このそれぞれの

地位に係る相続分を合わせて、遺産に属する

不動産を単独で取得する旨の確定的意思表示

（遺産処分決定）を行うことによってはじめ

て上記共有状態が解消され、原告が遺産に属

する不動産を全部相続したのである。

（２）仮に、乙の相続人が丙及び丁である場合、丙

と丁の間で甲の遺産につき遺産分割協議をす

ることができ、結果、直接、第１次相続を原

因とする甲から丙への所有権移転登記は可能

である（昭和29年５月22日民事甲第1037号民

事局長回答）のであるから、本件第２次相続

の結果、たまたま相続人が原告（丙）１人と

なったからといって、原告（丙）による遺産

分割を認めないこととするのは不合理である

し、また、２件での申請となれば登録免許税

が不当に増額することとなり不公平である。

（３）第２次相続の結果、単独の相続人となった

者が、遺産分割協議ないし遺産処分決定を行

い、その効果を第１次相続の開始時に遡及さ

せたとしても、第三者の権利ないし利益を害

することはない。

（４）登記原因に第１次相続の相続人と第１次相続

の年月日を記載することにより、実体法上の

権利変動の過程、態様を最小限公示すること

ができる。

（５）登記実務は、長年の慣行として、本件事案の

ような事例において、遺産分割決定書を登記

原因証明情報として相続登記を認めてきた。

数次相続における一人っ子の相続登記に関する判例の一考察

そもそも遺産分割決定書って何ですか？の話
不動産登記法対策委員会　委員長

洛南支部 𠮷　田　　　功

考　　　察
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４．被告の主張の要旨

（１）不動産登記法第１条は、同法の主要な目的が

取引の安全を図ることであることを明示し、

同法に規定されている権利の得喪及び変更に

ついて、その過程、態様を正確に登記に反映

することを要請している。従って、複数の異

なる登記原因に基づく登記申請は、１件の申

請で行うことができず、各登記原因について

複数の申請を行わなければならないのが原則

である。ところで、登記実務上は、例外的に

中間省略登記を認めているが、本件事案はそ

れに該当せず、よって、原則に従って複数の

申請を行うべきである。

（２）遺産分割は、相続財産が共同相続人による

共有状態にあることを前提とするものである

（民法907条参照）。亡乙及び原告（丙）は、第

１次相続により、本件遺産を共同相続したも

のの、亡乙の死亡後は、本件遺産に係る共同

相続人間の共有状態は既に解消されており、

これを共同相続人のいずれに帰属させるかと

いう問題はもはや存在しなくなっていたので

あるから、遺産分割の趣旨に照らしても、原

告（丙）単独での遺産分割を行うことはでき

ないと解するべきである。

（３）共同相続人の間で遺産分割協議が行われ、中

間省略登記を経る場合と比べて、登録免許税

が不当に増額することとなり不公平であると

いう原告（丙）の主張については、その前提

となる事実関係及び法律関係が異なる以上、

登録免許税に違いが生じることをもって不合

理ないし不公平であるということはできない。

５．裁判所の判断

（１）亡乙の遺産には、亡甲の遺産に属する本件

不動産に対する相続分も含まれており、原告

（丙）は、第２次相続によって上記相続分を

相続し、その結果、本件不動産を全て取得し

たことが明らかである。そうである以上、亡

甲の遺産である本件不動産は、第１次相続の

開始時において、亡乙及び原告（丙）に遺産

共有の状態で帰属し、その後、第２次相続の

開始時において、そのすべてが原告（丙）に

帰属したというべきである。

（２）民法は、相続が死亡によって開始し（同法

882条）、相続人は、相続開始の時から、被相

続人の財産に属した一切の権利義務を承継す

ること（同896条）、さらに、相続人が数人あ

るときは、相続財産が共同相続人らの共有に

属すること（同法898条）を規定しており、相

続人が１人である場合において、当該相続人

が、相続開始（被相続人の死亡）時に、被相

続人の相続財産を承継するものと解するべき

ことは当然である。そうである以上、原告（丙）

は、第２次相続の開始（亡乙の死亡）時にお

いて、亡乙の遺産を取得しており、原告（丙）

が、第２次相続の開始後、既に自己に帰属さ

せる旨の意思表示（遺産処分決定ないし遺産

分割協議）を観念する余地はなく、原告（丙）

の主張する遺産処分決定は法的には無意味な

ものと言わざるを得ない。また、上記検討に

よれば、第２次相続の開始時に亡甲の遺産に

係る遺産共有状態は解消されており、原告

（丙）が、亡乙の死亡後において、第１次相

続における亡乙の相続人としての地位と、原

告（丙）固有の相続人としての地位を併有し

ているということができないことも明らかで

ある。

（３）第２次相続によってたまたま相続人が１人と

なったからといって、当該相続人による遺産

分割を認めないのは、複数の相続人がいる場

合に比べて不合理かつ不公平であるという原

告（丙）の主張については、単独の相続人に

よる遺産分割が認められないのは、民法上、

相続人が相続開始（被相続人の死亡）時に被

相続人の財産に属した一切の権利義務を承継

することとされ（同法886条、896条）、複数

の相続人（共同相続人）の存在が遺産分割の

当然の前提とされている（同法898条）から

であり、法律上遺産分割の余地がないことを

もって不合理かつ不公平であるということは

できない。また、原告（丙）は、第２次相続

により亡甲及び亡乙の相続財産を全て承継す

ることとなるのであるから、単独による遺産

分割（遺産処分決定）が認められないことに

より、原告（丙）の取得する相続分が制約さ

れるわけでもない。更に、納付する登録免許

税が不当に増額する点についても、その前提

となる事実関係及び法律関係が異なる以上、

納付額に違いが生じることをもって不合理か

つ不公平であるということはできない。

（４）「３．原告（丙）の主張の要旨」の（４）に

ついては、本登記申請が、第１次相続を原因

として、本件所有権の全部が亡甲から直接原

告（丙）に移転することを内容とする登記申

請であるから、この登記申請の内容では、本

件の所有権に係る権利変動の過程、態様を最

小限公示したことにならないことは明らかで

ある。

（５）「３．原告（丙）の主張の要旨」の（５）に

ついては、前記で述べたとおり、遺産分割を

しないまま第２次相続が開始し、相続人が１

人となった場合において遺産処分決定を観念

する余地がないのであり、原告（丙）の主張

する実務上の取り扱いは、実体上の根拠がな

いものと言わざるを得ない。また、複数の取

り扱い事例が存在していたからといって、こ

のことが登記実務を法的に拘束するものでも

ない。

６．本論

従前から登記実務では何ら疑うことなく（少な

くとも私はそうでした…）なされていた申請技法

（あえて「技法」と言いますが…）が、下級審では

ありますが裁判所によって否定されました。今更

何で？と言いたくもなりますが、今回執筆するに

あたり、この判決文を熟読し、また、委員会内で

も議論しましたが、少なくとも私は「正に正論！」

という感想を持ちました。以下、少しだけ考察し

てみることにします。

まず、数次相続の結果、単独相続になった場合

には、そもそも遺産分割なんかする必要はないん

じゃないの？という疑問が生じて当然だろうと思

いますが、この点、自分なりに相続法の条文を色々

あたってみました。しかし、会社法（旧商法）に

おける株式会社の１人株主（総会）の発想とは異

なり、単独での遺産分割を想定している条文は見

当たりませんでした。

また、単独相続の場合にそもそも通常人は、遺

産分割決定の確定的意思表示をするのでしょう

か？という視点から考えた場合、別にしなくても

当然に単独相続するわけですから、遺産分割決定

書たる文書は、作成する必要のない文書と言われ

ればそれも当然としか言いようがありません。（裁

判所は、「遺産分割決定は法的には無意味なものと

言わざるを得ない」とまで判示しています。）

更に、何のために遺産分割決定書を作成したの

かと問われれば、（おそらく我々の先人が苦労して

あみ出した文書だと思いますので、あまり言いた

くはありませんが…）節税対策のための文書と言

われればこれもまたその通りとしか言いようがあ

りません。（この点、原告が、当時、遺産分割決定

書を作成しなければならなかった特段の事情を主

張、立証してくだされば話は別ですが。）

ところで、そもそもの論点として、単独相続人は、

それぞれの地位を併有するのか否かという点があ

りますが、裁判所は判示の中で、地位を併有して

いるということができないことも明らかである、

として否定しました。しかし、私なんかは、何で

地位の併有が認められないの？と思ったりします。

いっその事、地位の併有を認めた上で、民法898条

等を根拠に、複数の相続人（共同相続人）の存在

が遺産分割の当然の前提であるから、遺産共有状

態は解消されているので単独での遺産分割を行う

ことはできない、とした方がすっきりするのでは

ないかと思ったりします。また、この論理の方が、

乙の相続人が原告（丙）、丁の２名である場合にも、

対応できるのではないかと私は思います。

ちなみに、藤原民事法研究所代表の藤原勇喜先

生は、登記研究（平成26年４月794号65頁）の中で、

本件のような事例につき、次のように述べられて

いますのでご参考にして下さい。

～（中略）～甲の相続人たる地位が一人に帰属

した以上、協議によって乙の存命中の遺産共有を

遡及的に解消することはできなくなりますので甲
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から丙への所有権移転登記は、中間省略登記にな

るということになりそうです。

以上、ほとんどが雑感になってしまいましたが、

皆さんもこれを機に、一度この判決文を熟読なさ

れてはと思います。

なお、本判決は、裁判所ホームページにて公開

されており、また、上記のとおり、登記研究にも

取り上げられていることからすれば、今後の京都

管内の登記所における取り扱いにも注意が必要で

す。

（広報部注釈）

今般京都地方法務局不動産登記部門から大阪法

務局管内において、本事案に関し登記の申請を受

理しない取扱いとなりましたためご注意下さい。

[はじめに]

何年か前の会報に、「商業登記は得意ですか」と

いう問いかけがありました。今、私がこの問いか

けをされると、「あまり得意ではないです」と答え

てしまいます。

会社法改正後、商業･法人登記に触れる機会が格

段に減少しました。人というものは、それに繰り

返し触れることで、経験や技術をつみ重ねていく

ものと思っています。多くの会員の皆様が同じで

あるかはわかりませんが、年に数えるほどしかた

ずさわらないものを「得意」と言えるほど、私は

厚かましくありません。

そんな中でも、私は会社法対策委員会の委員長

として、現在３期目（６年目）にあります。つまり、

委員会の委員長だからと言って、会社法、商業･法

人登記に強いというわけではありません。

しかし、今回、委員会宛に会報の原稿を書いて

下さい、と依頼がきました。

しかも、商業･法人登記の案件が少ない中におい

て、触れる機会がもっとも多い「株式会社」のこ

とではなく、個人的には、手続きとしてマイナー

と思われる「各種法人」の特徴･登記手続きについ

て書いて下さい、との依頼でした。

依頼を受けたときは、「マジですか」と思わず声

にでそうになりました。こんなテーマは、業務研

究会とか、会社法関係の研修の講師をなされる大

先生方に任せた方がよいのでは、と思いましたが、

近ごろでは、「株式会社以外のその他の法人につい

て、相談が寄せられることも間々あります。そこで、

そのような法人を確認の意味も込めて特徴を指摘

して頂きたい」との、たっての依頼を受け、委員

会で相談の上、私が代表して今回のテーマを執筆

させていただくことになりました。

本稿は、会員の皆様の一助となるべく、各種法人、

なかでも①特定非営利活動法人、②一般社団法人、

一般財団法人、③有限責任事業組合（ＬＬＰ）に

ついて相談が寄せられた際に、個人的に知ってお

いた方がよいと思われる特徴と設立手続きについ

て、述べていきたいと思います。

[特定非営利活動法人について]

特定非営利活動法人、いわゆるＮＰＯ法人は、「特

定非営利活動促進法」によって設立できる法人で

す。ＮＰＯ法人は、社会貢献活動やボランティア

活動などを目的とした団体で、法律で定められて

いる次の20分野の「不特定かつ多数のものの利益

の増進に寄与することを目的」とします。

①保健，医療又は福祉の増進を図る活動

②社会教育の推進を図る活動

③まちづくりの推進を図る活動

④観光の振興を図る活動

⑤農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動

⑥学術，文化，芸術又はスポーツの振興を図る活動

⑦環境の保全を図る活動

⑧災害救援活動

⑨地域安全活動

⑩人権の擁護又は平和の推進を図る活動

⑪国際協力の活動

⑫男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

⑬子どもの健全育成を図る活動

⑭情報化社会の発展を図る活動

⑮科学技術の振興を図る活動

⑯経済活動の活性化を図る活動

⑰職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する

活動

⑱消費者の保護を図る活動

考　　　察

各種法人の特徴及び設立手続き

会社法対策委員会　委員長
洛西支部 新　川　元　貴
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⑲前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動

に関する連絡，助言又は援助の活動

⑳前各号に掲げる活動に準ずる活動として都道府

県又は指定都市の条例で定める活動

また、事業によって得た利益や法人の財産を社

員に分配することはできず、特定の個人や法人、

団体の利益を目的とした事業を行うことはできま

せん。

設立の際には、10人以上の社員が必要で、所轄

庁の認証を受ける必要もあります。たとえば、京

都市においては、その認証の申請書に、次のもの

を添付します。

①定款

②役員名簿（役員の氏名及び住所又は居所並びに

各役員についての報酬の有無を記載した名簿）

③役員の就任承諾及び誓約書の謄本

④役員の住所又は居所を証する書面

⑤社員のうち10人以上の氏名及び住所又は居所を

示した書面

⑥確認書

⑦設立趣旨書

⑧設立についての意思の決定を証する議事録の謄本

⑨設立当初の事業年度及び翌事業年度の事業計画書

⑩設立当初の事業年度及び翌事業年度の活動予算書

そして、設立の認証の通知があった日から２週

間以内に設立登記を行う必要があります。

なお、設立の認証を受けた者が、設立の認証が

あった日から６箇月を経過しても登記をしていな

いときは、所轄庁が認証を取り消すことがありま

す。

ＮＰＯ法人については、各所轄庁において手続

きの取扱に若干の違いがあるので、設立手続きを

進める際は、相談者を交えて所轄庁との事前の打

合せも必要になると思います。

[一般社団法人･一般財団法人について]

根拠法は、「一般社団法人及び一般財団法人に関

する法律」です。

一般社団法人や一般財団法人は、非営利法人の

位置づけにありますが、ＮＰＯ法人と違い、行う

ことができる事業に制限はないのが特徴です。一

般社団法人、一般財団法人とも、非営利型法人な

ので、非営利事業については非課税となりますが、

公益目的でない収益事業については、課税対象と

なります。

またここで、「公益法人」についても、少し触れ

ておきたいと思います。

ご存じのとおり、2008年12月１日に社団法人や

財団法人に関する法律が改正、施行されました。

これにより、従前の社団法人や財団法人は特例社

団（財団）法人となり、2013年11月30日までに、

一般社団（財団）法人か、公益社団（財団）法人

へ移行の認可（認定）申請をしなければ、解散と

みなされることになりました。

法施行前は、公益法人（社団法人や財団法人）

は主務官庁の設立許可により成立していました。

しかし、これからは一般社団（財団）法人は事業

の公益性の有無にかかわらず登記をすることで成

立し、公益法人となる場合には、さらに一般社団

（財団）法人が内閣総理大臣または都道府県知事の

認定を受けることにより成立することになりまし

た。公益性の認定の基準は公益法人法によります。

つまり、社団法人や財団法人の法人格の取得と公

益性の判断は分離されることになりました。

一般社団法人は、サークル組織、学校の同窓会、

はたまた町内会など、同じ目的のために人が集まっ

た組織で、非営利活動をする団体に法人格を与え

たものです。

一般社団法人は、非営利目的の人が集まった組

織なので、特に出資の必要はありません。ただし、

設立時には２人以上の社員が必要で、定款は公証

人の認証を受ける必要があります。また、機関と

して社員総会や理事の設置が必要です。

一般社団法人の機関設計パターンは、次のとお

りです。

①社員総会＋理事

②社員総会＋理事＋監事

③社員総会＋理事＋監事＋会計監査人

④社員総会＋理事＋理事会＋監事

⑤社員総会＋理事＋理事会＋監事＋会計監査人

一般財団法人は、一般社団法人と違い、設立時

には300万円以上の財産の拠出が必要となります。

また、一般社団法人と同様に、定款は公証人の認

証を受ける必要があります。

一般財団法人は、一言で言うと、お金が集まっ

た組織です。その拠出された財産を元にして何ら

かの事業を行うことになります。財団の純資産が

300万円未満となった場合には、解散をしなければ

なりません。また、機関設計としては、評議員、

評議員会、理事、理事会、監事などの設置も必要

です。

一般財団法人の機関設計パターンは、次のとお

りです。

①評議員＋評議員会＋理事＋理事会＋監事

②評議員＋評議員会＋理事＋理事会＋監事＋会計

監査人

[有限責任事業組合（ＬＬＰ）について]

有限責任事業組合の根拠法は、「有限責任事業組

合契約に関する法律」です。

ち な み に、 Ｌ Ｌ Ｐ と は、「Limited Liability 

Partnership」　の略で、イギリスのＬＬＰにならっ

て、制度化されたといわれています。

有限責任事業組合（以下、「ＬＬＰ」という。）とは、

法の規定に基づき、個人又は法人が出資して、そ

れぞれの出資の価額を責任の限度として共同で営

利を目的とする事業を営むことを約し、各当事者

がそれぞれの出資に係る払込み又は給付の全部を

履行することによって、その効力を生ずる契約に

よって成立する組合です。

上記契約の要件が満たされることにより、組合

契約に定められた「組合契約の効力が発生する年

月日」にその効力が発生します。ただし、出資の

履行の完了日がそれより遅いときは、出資の履行

の完了日にその効力が発生することになります。

ＬＬＰの設立手順は、次のとおりとなります。

①基本事項の決定

↓

②契約書の作成

↓

③出資の履行（払込又は給付）

↓

④登記申請

↓

⑤登記完了

その他、ＬＬＰの特徴は、合同会社（ＬＬＣ）（以

下、「ＬＬＣ」という。）と比較すると、よくわか

ります。ＬＬＰには法人格がないので、法人税が

課税されませんが、ＬＬＣには課税されます。Ｌ

ＬＰは、株式会社への組織変更ができません、Ｌ

ＬＣはできるなどです。特徴を簡単にまとめると

次のとおりです。

①有限責任…組合員が負う責任は出資の範囲内

②内部自治の徹底…柔軟な経営が可能、また損益

の分配が柔軟に行える

③構成員課税…法人格が無いので、ＬＬＰ自体に

は課税されず、利益配分があった場合は、その

出資者に直接課税される

[各法人の比較表]

参考に、各法人の事業組織の比較一覧をあげて

おきます。

[おわりに]

ここまでお目通しをいただいた皆様、拙稿にお

つきあいいただき、誠にありがとうございました。

また、紙面の関係と執筆者の時間的都合上、本稿

でとりあげた法人の特徴や手続きは、その各法人

の特徴のほんの一部分であること、かつ私個人が

重要と感じた特徴や手続きであることを、ご承知

下さい。

今回、本稿を執筆するにあたり各種法人につい

て、ほぼ初めて勉強してみましたが、その面白さ

の一端を垣間見た気がします。これを機に、私自身、

「商業･法人登記が得意です」と言えるように、日々
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研鑽していかなくてはと思います。

最後に、先にも述べましたが、私は会社法対策

委員会の委員長をさせていただいており、委員の

皆様に助けられて、なんとかかんとかその勤めを

こなしています。委員の皆様（過去の委員の皆様

も含めて）には、そのご協力に感謝の気持ちで一

杯です。この場をお借りして御礼申し上げます。

それでは、またの機会に。

株式会社 合同会社
（ＬＬＣ） 合資会社 合名会社 一般社団法人 一般財団法人 ＮＰＯ法人 有限責任事業

組合（ＬＬＰ）

根拠法 会社法
一般社団法人及び
一般財団法人に
関する法律

特定非営利
活動促進法

有限責任事業
組合契約に関
する法律

法人格 有 有 有 有 有 有 有 無

設立時の
必要人数

社員
１人以上

社員
１人以上

有限責任社員
１人以上
＋

無限責任社員
１人以上

社員
１人以上

社員
２人以上

理事３人以上
＋

評議員３人以上
＋

監事１人以上

社員
10人以上

組合員
２人以上

社員の
責任 有限 有限

有限
＋
無限

無限 － － － 有限

設立時の出資
又は拠出財産 １円以上 各社員

１円以上
有限責任社員
１円以上 － － 300 万円以上 － 各組合員

１円以上
設立時の
公証人による
定款認証

必要 不要 不要 不要 必要 必要
不要

（但し、所轄庁
の認証必要）

不要

設立時の
登録免許税 15万円～ ６万円～ ６万円 ６万円 ６万円 ６万円 ６万円

各法人の比較表

１．はじめに

昨今、バラエティー番組にまで取り上げられる

ようになった「ＤＮＡ型鑑定」ですが、これまでは、

主に犯罪捜査で活用されている印象が強かったも

のの、近年では科学技術の急速な進歩の結果、比

較的安価に、絶対的な精度で親子の血縁関係を知

ることのできる手段としても身近な存在となりま

した。そのため、個人でＤＮＡ型鑑定を依頼する

人も急増してきています。そのようななかで、平

成26年７月17日、画期的な判断が下されました。

「母と子」は懐胎･分娩の事実により客観的･外形

的に親子関係を判断することができるものの、「父

と子」というのは血縁が必ずしもわかりません。

では、父と子というのは、何をもって決まるもの

なのでしょうか。今回の最高裁は、そのような父

子関係の問題について「血のつながりがないこと

がＤＮＡ型鑑定によって科学的に証明されても、

法的な父子の関係までは取り消すことはできない」

と判断し、ＤＮＡ型鑑定による結果よりも、いわ

ゆる「子の身分の安定」を優先にした民法の「嫡

出推定（民法772条）」制度を選びました。ただし、

本判決は当該最高裁判決に関わった裁判官らの判

断すら割れる、賛否両論ある決断でもありました。

２．原審（札幌高裁･大阪高裁）事案分析及び最高

裁の見解

本判決のもととなった原審は、札幌高等裁判所、

大阪高等裁判所、そして高松高等裁判所と、各地

方での家族各々が長年に渡り争ってきた親子関係

不存在確認請求訴訟であり、今回の最高裁におい

てこれらに統一的見解を示しました。なお、最高

裁において、事案も似通っていた原審札幌高裁及

び大阪高裁事案については、破棄自判とし、原審

高松高裁事案については、上告棄却として原審を

支持する結論を採っています。

とりわけ、破棄自判となった札幌高裁及び大阪

高裁の事案概要についてご紹介させていただきま

す。

【①札幌高裁事案】

この事案の夫婦は平成11年に婚姻届を提出。妻

は、平成20年頃から夫とは別の男性と交際を始め

るようになったものの、「夫婦としての実態」が失

われることなく、これまでどおり夫との間で夫婦

生活を続けていた。平成21年に妻が妊娠し、妻自身、

生まれてくる子は別の交際男性との子であると

思っていたため、妊娠したことを夫には告げなかっ

た。そして、平成21年、妻は夫に黙って子を出産。

夫が入院中の妻に、誰の子であるかを尋ねたとこ

ろ、妻は「２、３回しか会ったことのない男の人」

と回答するも、父親が誰であるか疑義の残るなか、

夫は、生まれてきた子を夫と妻との子として出生

届を提出し、その後夫は自らの子として監護養育

していた。平成22年、親権者を妻と定めて協議離

婚をし、その後妻は、子を連れて、別の交際男性

とともに生活をしている。出産した子と別の交際

男性との間でＤＮＡ型鑑定を行ったところ、生物

学上の父子関係の確率が「99．999998％」という結

果が出された。これを受け、平成23年、妻が子の

法定代理人として、生まれてきた子は夫の子では

ないことの確認を求める訴えを提訴するに至った。

【②大阪高裁事案】

この事案の夫婦は平成16年に婚姻届を提出。夫

は、平成19年頃から単身赴任をしていたが、単身

赴任中も妻が居る自宅に月２、３回程度帰宅して

考　　　察

最高裁判所平成26年7月17日第一小法廷判決
～「子の安定した身分保障」を

　　　　　　　優先とした最高裁初判断～
裁判手続支援センター所員

城南支部 豊　田　智　圭
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いた。

丁度その頃から、妻は、別の男性と交際を始め

るようになったものの、「夫婦としての実態」が失

われることなく、夫とともに旅行をするなど夫婦

生活を続けていた。平成20年、夫は妻から妊娠し

ている旨の報告を告げられ、妻は平成21年に子を

出産した。このとき夫は、妻が別の男性と交際を

していることを知らず、生まれてきた子をわが子

と思い監護養育していた。そして、平成23年、夫

は妻が別の男性と交際をしていたことを知った。

妻は、子を連れて夫と別居生活を始め、別の交際

男性のところで暮らすようになった。

なお、子は別の交際男性のことを「お父さん」

と呼ぶなど順調に成長している様子。出産した子

と別の交際男性との間でＤＮＡ型鑑定を行ったと

ころ、生物学上の父子関係の確率が「99･99％」と

いう結果が出された。平成23年、妻は子の法定代

理人として、生まれてきた子は夫の子ではないこ

との確認を求める訴えを提訴するに至った。なお、

妻は、平成24年に離婚調停を申立てたが、不成立

となり、離婚訴訟を提訴している。

両事案とも、一審、二審ともに「ＤＮＡ型の鑑

定結果は親子関係を覆す究極の事実」であるとし

て、子と夫との父子関係を取り消す判決を出しま

した。つまり、嫡出推定を排除すべきという結論

が原審でした。これに対して夫側は、「父子関係の

維持」を求めるため、最高裁判所へ上告しました。

報道記事（平成26年７月18日付朝日新聞）によると、

札幌高裁事案の夫は、初めて授かった子どもが自

分とは血縁関係がないことを妻から打ち明けられ

たとき、もちろんショックではあったが、「生まれ

た子に罪はない」と考え、自分の子として育てよう、

育てたいという思いを妻に伝えていたようです。

夫側の、生まれてきた子がたとえ自分と血縁が

なくても、その子どもを自分の手で育てたい、あ

るいはこれまでどおり親子としての関係が保た

れることを切に望んでの思いが上告への後押しに

なったものと思われます。

上告を受理した最高裁判所としては、「夫と子と

の間に生物学上の父子関係が認められないことが

科学的証拠により明らかであり、かつ、

①札幌高裁事案：夫と妻が既に離婚して別居し、

子が親権者である妻の下で監護されているとい

う事情があっても、

②大阪高裁事案：子が、現時点において夫の下で

監護されておらず、妻及び生物学上の父の下で

順調に成長しているという事情があっても、

子の身分関係の法的安定を保持する必要が当然

になくなるものではないから、上記の事情が存在

するからといって、同条による嫡出の推定が及ば

なくなるものとはいえず、親子関係不存在確認の

訴えをもって当該父子関係の存否を争うことはで

きないものと解するのが相当である」とし、妻が

婚姻期間中に懐胎した子について、生物学上の父

子関係を問うことなく夫の子であると推定する民

法772条を根拠に、子と夫との父子関係は法律上の

親子であると認定しています。民法772条というの

は、早期に父親を確定することが子の利益につな

がるものであるという考えに裏打ちされた制度で

す。今の制度上、夫と子の親子関係を否定するた

めの手段としては、夫において「嫡出否認の訴え

（民法775条）」を提起するしかなく、しかも当該出

訴には「夫が子の出生を知った時から１年以内（民

法777条）」という期間制限が設けられています。

なお、札幌高裁･大阪高裁事案とは異なり、夫が

ＤＮＡ型鑑定の結果を根拠に、子に対して親子関

係不存在確認を求めて提訴した高松高裁において

は、結論として、「子の利益のため、確定した父子

関係をＤＮＡ鑑定で覆すことは許されない」とす

る判決を出し、最高裁においてもこの原審の結論

を支持する形となりました。一方で「嫡出否認の

訴え」制度につき１年という期間で出訴期間を制

限している点について、憲法13条･14条違反ではな

いかとの問題も高松高裁において提起されていま

した。しかしながら、最高裁は「出訴期間を定め

たことは、身分関係の法的安定を保持する上から

合理性を持つ制度であって、憲法13条に違反する

ものではなく、また、所論の憲法14条等違反の問

題を生ずるものでもない」として、原審高松高裁

の事案のみ、反対意見なく裁判官全員一致の意見

で上告を棄却しています。

【法務省ＨＰ「民法772条（嫡出推定制度）及び

無戸籍児を戸籍に記載するための手続等について」

一部抜粋】

つまり、夫は生まれてきた子を自分の子である

と思い監護養育し、１年という期間が経過した後

に、ＤＮＡ型鑑定によって生物学上の父子関係が、

生まれてきた子と別の男性との間で判明したとし

ても、夫と子との親子関係を否定する手段は他に

は無いということです。そして、戸籍上の子の父

親はあくまで夫であり、これによって法律上の父

子関係と生物学上の父子関係が一致しないという

問題が生じ得ることになります。

今回の最高裁の判断を受けて、札幌高裁事案

の妻のほうは、元夫と子どもの法的な関係が

維持されると今後何が起きるのか不安である

と、担当弁護士を通じて報道陣に答えていました。

もっとも、最高裁の見解によれば、状況が札幌

高裁及び大阪高裁事案とは異なって、妻の懐胎時

において「夫婦としての実態」が既に失われてい

る場合などの事情が存在する場合には、生まれて

きた子は「嫡出推定が及ばない子」として、出訴

期間の制限のない「親子関係不存在確認訴訟」で

争うことができるとしています。

３．最高裁の見解に対する反対裁判官らの主な意見

今回の最高裁の判断に反対の裁判官らの意見と

して、まずは生物学上の父子関係と法律上の父子

関係が一致しないことにより、生まれてきた子が

被る可能性のある、不測の事態について触れられ

ていました。それは、子ども自身、自分と血縁関

係のある父親が誰であるかを分かっていて、その

父親と今も一緒に生活しているにもかかわらず、

相続や扶養などの権利義務の問題になれば別の父

親のもとで発生するという、子にとっては、目に

は見えない不安定な状態が継続するという点が問

題視されています。また、子が、血縁関係のある

【法務省ＨＰ「民法772条（嫡出推定制度）及び無戸籍児を戸籍に記載するための手続等について」一部抜粋】
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父親に対して、認知を求めようとしても、別の父

親との法律上の父子関係が解消されない限り、子

も血縁関係のある父も心情面に不安を抱えること

のない、新たな法律上の父子関係をつくりあげる

ことができません。確かに、養子縁組という方法

で法律上の父子関係をつくりあげることも制度と

しては適えますが、そこには子の成長に対し、心

理的、感情的な不安定要因さを与えることになる

のではないかと懸念されています。

人として、通常考え得るのは、生物学上の父親

と法律上の父親というのは同一であり、そうであ

るならば、血縁関係のある父親を戸籍の上でも反

映させたいと願うものです。現代のＤＮＡ型鑑定

の個人識別能力の精度の高さは、民法が制定され

た明治時代において想定もされていなかった技術

であり、この技術によって、父子の血縁の存否が

ほぼ明らかにされるようになってきました。それ

ゆえ、真実の（血縁関係のある）父子関係を戸籍

に反映させたいと願う人々の心情と「嫡出推定」

の制度との調和が今後検討していく必要のある課

題であるとして位置づけられています。

４．最後に

今回の司法は、「嫡出推定」制度に重きを置く判

断を下しましたが、この「嫡出推定」制度におい

て最も問題になる場面として挙げられるのは、Ｄ

Ｖを始めとする暴力を振るう夫から逃げてきた妻

が、逃げた先の別の男性との間で出産した場合の

子の戸籍問題です。夫が「嫡出否認の訴え」でもっ

て否認してくれれば父子関係は消えるものの、夫

との接触が怖くて離婚が成立していないことも現

実には多々存在しています。そのような折、夫の

側で否認してもらえない、あるいは否認すること

に対して非協力的である場合に、出生届を出すこ

とで夫の子として認定されることに躊躇いを感じ

た女性側は、出生届を出さないという選択を採る

こともあります。これが起因して、今話題となっ

ている「無戸籍の子」の問題へと発展してきます。

今や、戸籍の無い人の数は、総務省によるところ、

日本国内で毎年500人程度確認されており、決して

少なくはない数です。戸籍を持たないということ

は、主に、結婚、出産、死亡、相続といった手続

面だけでなく、選挙の投票権や運転免許証の取得

が認められないなど社会的に不利益を受ける可能

性が危惧されます。

「速やかに父子関係を確定して、子の保護を図る」

はずの「嫡出推定」制度ではありますが、それは

時として、子の身分を法的に不安定にさせる結果

になっているのかもしれません。

「子の利益」を本当に望むのであれば、「嫡出推

定」制度を永続的にするのではなく、子どもが十

分に成長したときに、自らの判断で、嫡出推定に

よって考えうる父親か、生物学上の父親か、どち

らの父親と法律上の関係設定を望みたいか、その

ような機会が、生まれてきた子に、司法の場、あ

るいは立法の場において与えられることができれ

ば、より「子の福祉」に適うのではないかと考え

るところです。

以　上

去る平成26年８月９日（土）13：30 ～ 17：00、

メルパルク京都５階「京極」の間にて、「司法書士

の日記念シンポジウム　相続･遺言のススメ＆司法

書士による無料相談会」（以下、第１部のシンポジ

ウム部分を「シンポジウム」、第２部の相談会部分

を「相談会」という）を当会主催で開催した。

平成22年の日本司法書士会連合会定時総会にお

いて、８月３日が司法書士の日に制定されたこと

に伴い、平成24年度より、同日に合わせてシンポ

ジウムと、高校生向けの一日司法書士という２つ

の企画を実施している。シンポジウムに関しては、

お盆前というご家族が集まる機会であることを考

え、また、昨今の高齢社会により関心が高まって

いる分野と思われる「相続･遺言」をテーマにここ

３年間実施しているところである。

本年度のシンポジウムは、参加される市民の皆

様に相続･遺言について楽しく学んでいただくこと

を考え、遺言をテーマにした創作落語を落語家の

桂茶がま氏に披露していただいた。その後、同氏

とその弟子で司法書士の柱茶柱氏（古宮努氏）に

よる相続･遺言セミナー、次に税理士の新開淳史先

生に、平成27年から改正される相続税の内容その

他の相続に関する税務の解説をしていただいた。

シンポジウム冒頭の創作落語「遺言」では、まっ

ちゃんこと上田力松が遺言を書こうと、公証役場

に行き、自分の財産を確認し（実際は良く判らな

い掛け軸がある以外は家財道具程度しか財産はな

い）、推定相続人である子供達にも自分に対する気

持ちを確認しに行き、でも自分の気持ちはなかな

か決まらず、そうしている内にひょんなことから

掛け軸が国宝級のものであることが分かって…と

いうものである。楽しい話の中にも、ちょっとし

た遺言に関するエッセンスも盛り込まれ、良く練

られたものであった。

次の相続･遺言セミナーでは、パワーポイントを

用いて相続･遺言に関する法律用語の意味内容や、

落語の力松一家の例に当てはめての遺産分割の検

討と関連する遺留分のお話があった。その他、遺

言書作成に際しての留意点等に関し、お二人の掛

け合いを交えながら楽しく解説がなされた。お話

の中では、法的な問題点ではないものの、遺言作

成に際し、何故そのような遺言書を作成したのか、

親族に理解してもらえるよう気持ちの部分を残す

ことが大切であるといった解説もなされ、参加さ

れた方には興味深いものではなかったかと考えて

いる。

最後の相続に関する税務の解説では、20分とい

う短い時間ではあるものの、相続税と今後の改正、

基礎控除から小規模宅地の特例等効果的な節税対

策等に関する解説をうまくまとめていただき、最

後は遺言書を残しましょうという呼びかけで締め

ていただいた。参加された方にはこの点に大変興

味のあった方も多いはずで、そういった方にさわ

りだけでも十分理解いただける内容になっていた

のではないかと考えている。

第２部の無料相談会は、シンポジウム後の休憩

時間でレイアウトを変更し、同じ場所で開催した。

平成25年より、司法書士以外に、３、４名の税理

士の先生にも補助相談員として加わっていただき、

税務相談も同時に受けられるように配慮している。

シンポジウムに参加された方には、例年アンケー

トを実施し、参加された感想やご意見を頂戴して

いる。アンケートでは、「大変勉強になりました。

今後の参考にさせていただきます。」といったお声

をいただいたり、また、「ここ数年参加させていた

だいております。今年は落語でしたが、毎回、楽

報　　　告

司法書士の日記念シンポジウム
相続･遺言のススメ＆

司法書士による無料相談会
企画部長 川　戸　周　平
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しみに参加させていただいております。」のように、

複数回参加されている方からのお声もいただいた。

その一方で「時間が短く、もう少し解説をきっち

り聞きたかった。」といったようなお声も複数いた

だいたので、次年度以降の反省点として生かして

いきたいと考えている。

シンポジウム開催に当たり、企画は毎年頭を悩

ませる問題である。参加される方の中には、楽し

いイベント的なものを求める方もおられれば、一

方で、ある程度本格的な講義、解説を求める方も

おられると思われる。企画段階では、どのような

ニーズがあり、また、どのようなニーズに応える

べきかを考えながら、実際の講演内容を検討して

いる。過去に実施したシンポジウムでは、平成24

年の第１回では、相続･遺言･成年後見をテーマに、

寸劇と、これに関連付けた各専門家からの解説を

いただき（相談会無し）、平成25年の第２回では、

相続･遺言をテーマに、公証人、税理士及び司法

書士の各専門家からの解説を行った後、無料相談

会を開催した。無料相談会の開催は、最初のシン

ポジウムに参加された方から実施を求める声が多

かったため実施したものである。

本年度のシンポジウムでは、参加された方に楽

しく学んでいただけるものを実施しようと検討に

入り、各種検討の結果上記のような内容に至った

ものである。本年度は初めて、プロの落語家の方

にお越しいただくということで、依頼と内容の打

ち合わせを株式会社よしもとクリエイティブエー

ジェンシー（以下「よしもと」という）を通じて

お願いしたのであるが、よしもとの担当者は法律

については素人の方であるため、こちらの意図が

なかなか伝わらなかったりして（これはやむを得

ないことである）、なかなか円滑にこちらの意図を

伝えることができない部分があった。ただし、最

終的には非常に充実した内容のシンポジウムが開

催でき、よしもとに対しても大変に感謝している

ところである。

最後に、シンポジウムへの一般参加予約者が

151名、相談会への予約者が60件あり、当日参加者

を含めればより多くの方に参加いただけることが

期待できていたところ、当日のシンポジウムへの

一般参加者が102名、相談会が51件にとどまったの

は、当日京都地方に来襲した台風の影響も多分に

あるものと思われ、大変残念であった。天候のこ

と故、如何ともしがたいことであるが、この点も

次年度以降考慮に入れて準備を進める必要がある

と考える。

第77回日司連定時総会が平成26年６月19日（木）

と20日（金）の２日間にわたり、東京の渋谷ヒカ

リエ「ヒカリエホール」において行われました。

まず１日目の経緯を書きたいと思います。

冒頭、里村副会長の開会宣言に始まり、司法書

士倫理の朗読や物故者の黙祷が行われました。そ

の後、日司連の齋木賢二会長からの挨拶がありま

した。挨拶の内容としては東日本大震災のこと、

司法書士法改正のこと、懲戒処分の全件委嘱のこ

となど司法書士の環境を取り巻く大きな論点につ

いてのお話しがありました。その後、法務省によ

る法務大臣表彰授与式が執り行われました。京都

からは野村義弘会員（当時）が授与されました。

続いて来賓の祝辞です。まず谷垣禎一法務大臣（当

時）からの祝辞を萩本治法務大臣官房審議官が代

読されました。続いて村越進日本弁護士連合会会

長の祝辞、宮崎誠日本司法支援センター理事長か

らの祝辞、大韓法務士協會任宰賢協會長からの祝

辞と各方面からの祝辞が続きました。

その後、総会の議長と副議長の選出が行われま

した。日司連総会の質問はいつもテーマごとに一

括答弁とするスタイルが確立しています。まず執

行部から事業の報告が行われ、議案に入っていき

ました。そして質疑･答弁が始まっていきます。ま

ず東日本大震災の対応についての質疑が行われ、

続いて司法書士法改正についての質疑が行われま

した。

京都からは内藤卓副会長が現行司法書士法第21

条の存在意義、司法書士法第16条第１項第１号の

規定の削除についての質問をされました。これは、

企業内司法書士問題と絡み、他会からも同様の質

疑が出ており、関心の高いテーマでした。その回

答については結局２日目に持ち越されることにな

りました。ちなみに質疑のテーマは10あります。

質疑の半分も消化できてない状態で１日目が閉幕

し、２日目で全部処理できるのかなと感じました。

１日目閉幕後は、ザ･キャピトルホテル東急におい

て「司法書士制度推進の集い―司法書士法改正実

現に向けて―」と題して、国会議員等を交えた懇

親会が開催され、大いに盛り上がりました。

２日目も継続して質疑が続けられ、家事代理権

に関する質問や、和歌山訴訟、裁判所提出書類作

成業務に関する質問等興味深い内容の質疑が続け

られ、もっと突っ込んで聴きたいと思いつつ、如

何せん質疑時間が限られ、中途半端な印象をうけ

ました。１日目の内藤副会長からの質問について

の回答は、今回の法改正の要綱案には含まないと

のこと。京都会の浅井健代議員から、家事代理権

報　　　告

第77回日司連定時総会について

広報部長 副部長浅　井　　健・ 松　本　　尚
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獲得に向けての法テラスとの連携（書類作成相談

を法テラスの援助を可能にする）についての質疑

がありましたが、予算が絡むため検討できないと

の回答でした。

あらかじめ予定されていた質疑だけでなく、修

正動議や組織員提案議案（監査役登記の減税措置）

などが追加され、会議時間が延長に延長を重ね、

決議の際には一部遠方の代議員が帰らざるを得ず、

決議に参加できない事態となりました。会議の運

営等今後対策を練っていただきたいものです。

この会報を読んでおられる方の多くは日司連総

会の様子をご存じないと思います。総会では、色々

なテーマについて議論され、今後の司法書士のあ

り方など考えさせられる内容が多いです。また、

知らない（と言っては失礼ですが）所で我々自身

に影響がある法改正、制度改正について決議され

ています。ぜひ一度傍聴して下さい。傍聴できな

くても、法改正等重要なことは会員専用ＨＰにアッ

プされていますし、ＮＳＲ３には議事録も載って

います。（第77回の議事録は執筆時点で未掲載）会

報原稿では伝えきれないほどの議論がされていま

すので、一度ご覧ください。

北部地域後見推進プロジェクト（以下、「ＰＴ」

とする）は平成25年12月、公益社団法人成年後見

センター ･リーガルサポート京都支部の府下地域

連携委員会を吸収する形で発足。メンバーは山﨑

勝已リーダーを中心に全15名で活動している。

ＰＴは、京都市内に比べると成年後見制度の普

及が遅れている北部地域において、その推進を図

るもので、京都司法書士会の会員の知識･経験と

リーガルサポートの職能団体としてのノウハウを

融合させることにより、北部地域独自の問題点の

解決を図り、後見制度の普及･推進を目指すことを

目的としている。

１．北部地域における成年後見制度の普及活動の

　　経緯

リーガルサポートが設立されて約15年が経過し

ているが、初期の頃には、北部地域のリーガルサ

ポートの会員及び名簿登載者の数が少ないため、

リーガルサポートの広報活動を行って、その結果、

相談や事件が持ち込まれてもリーガルサポートの

現会員においてその対応ができないという理由で、

広報活動自体を自粛していたこともあったように

記憶している。結果として、この地域でのリーガ

ルサポートの知名度は上がらず、当然に持ち込ま

れてくる相談や事件数も伸び悩み、事件数が少な

いと会員の新たにリーガルサポートに入会しよう

という意欲も湧かないという負の連鎖が起こって

いた。

もちろん、リーガルサポートにおいても全くこ

の問題を放置していた訳ではなく、リーガルサポー

トにもＰＴの前身である府下地域連携委員会が存

在し、北部地域の後見制度の普及に当たっていた。

しかし、委員会の予算規模からすると年に数回、

数名の委員が北部地域へ出かけて行き、出前講座

等を開催するのが精一杯の状態であった。このよ

うな中、昨年12月、京都司法書士会の働きかけで、

ＰＴが立ち上がるに至り、府下地域連携委員会か

らの念願であった丹後支部･中丹支部の会員の協力

が得られる体制をとることができた。このことは

大変大きな一歩を踏み出したといっても過言では

ない。

２．北部地域におけるネットワークの構築

人的基盤ができ始めたところで、ＰＴでは本年

度後半は念願の北部地域におけるネットワーク構

築へ始動する。ネットワーク構築のために各自治

体の高齢福祉課･障害福祉課、社会福祉協議会、地

域包括支援センター、障がい者団体等へアクショ

ンを行っていく予定である。ＰＴの具体的戦略は、

法律的知識の提供により、身近な法律家としての

司法書士の存在感を示すことである。

一例を挙げれば、北部地域で開催される困難事

例のケース会議に参加し、その会議中で「成年後

見」だけでなく、「借金問題の解決」や「相続」等

の別分野の知識も提供し、地域の福祉関係者に司

法書士は気軽に相談できる法律家であるという認

識を持って戴く。気軽に相談できる関係になるこ

とで同様の事案について、個別に相談を持ちかけ

られることも増えてくるはずである。このように

「口コミ」で「じわじわ」とネットワークを広げて

いく作戦である。

３．成年後見利用支援事業及び法テラスの活用

次の戦略は後見等申立に関し、法テラスの利用

を提案することである。金銭的にゆとりのない方

の後見制度利用は、福祉関係者にとって頭の痛い

報　　　告

北部地域後見推進プロジェクト（PT）の概要

北部地域後見推進プロジェクト副リーダー 井　上　具美子
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課題である。そこに法テラスの利用を提案すれば、

「渡りに船」の如し、大きなアピールポイントとな

るはずである。法テラスの利用は弁護士と司法書

士だけなので他士業との差別化も図ることができ

る。

金銭的にゆとりのない方の後見等の申立につい

ては、二つの方法がある。一つは各自治体の成年

後見制度利用支援事業による申立助成、もう一つ

が法テラスの利用である。どちらが迅速に申立を

行えるかというと、言うまでもなく法テラスであ

ろう。ただし、法テラスでは後見類型の本人申立

は援助しないので注意が必要である。

しかし、安易に法テラスの利用を決定してしま

う前に、本人の住所地の自治体の成年後見制度利

用支援事業の実施要項をチェックするする必要が

ある（※１）。各自治体の報酬助成の実施要件に「市

町村長申立であること」が入っていないかを確認

していただきたい。本人の住所が「市町村長申立」

を報酬助成の要件としている自治体にある場合、

法テラスを利用して本人又は親族申立を行った場

合、就任した後見人等が報酬助成を受けることが

できないという事態を招きかねないからである。

法テラス利用による申立件数の増加は、市町村

長申立件数と反比例の関係にあるので市町村長申

立の増加に頭を悩ませている自治体にも歓迎され

るはずである。もちろん、生活保護受給者等生活

困窮者に関しては法テラスへの申立費用の返済は

免除になるケースが多いので、本人の負担も支援

事業の利用と大差がないことは言うまでもない。

４．リーガルサポート名簿登載者の偏在

北部地域におけるリーガルサポートの名簿登載

者数は、平成26年９月19日現在で11名である。

北部地域では少ない専門職で広い地域をカバー

しなければならない。この問題に対処するための

受任形態として、リレー型あるいは複数人後見制

度の利用の検討が必要である。後見人等を経験し

た方は既に体験済みだと思うが、専門職が選任さ

れる多くの事件は、受任時にその事件の持つ多く

の問題を処理しなければならないのである。たと

えば、財産が散逸しており、その調査にたいへん

な労力を要する場合や独居で頼れるキーパーソン

が存在しない方の身上監護等々である。このよう

な案件の多くが財産調査の終了や本人の施設入所

等により問題の多くは解決し、その後の後見事務

はルーティンワークになるケースも多い。このよ

うなケースについては、問題の解決をみた時点で

専門職たる司法書士は辞任し、その後を親族ある

いは社会福祉士等に引き継ぐといった型式で受任

していけば、司法書士一人当たりの受任可能件数

は格段に増え、司法書士の偏在という問題を一時

的に凌ぐ方法と成り得るのではないだろうか。もっ

とも受任形態には、少なからず裁判所の理解が必

要である。今後、ＰＴでは北部地域の各裁判所と

新たな受任形態の確立に向けて、協議していく方

向である。

５．最後に…最近の動きとして

現在、後見制度を取り巻く問題は数多く存在す

るが、その一つに身元保証問題がある。第三者後

見人が本人の入院や施設入所において、身元保証

人になれないことは言うまでもない。後見制度が

始まって間もない頃は後見人がついていても、病

院や施設が身元保証人を要求することに困ってい

た。そして、我々は後見人がいれば、身元保証人

がいなくても費用の支払いや退所時の問題は滞り

なく処理できる旨の説明を繰り返してきた。そし

て、その努力の成果が実り、病院や施設の多くは

第三者後見人は身元保証人になれないということ

を理解し、後見人等がついていれば、身元保証人

がいなくても問題が起こらないことを理解し始め

た。

そして、今新たなムーブメントが…。例えば、

親族がいない独居の高齢者等が身体的な障がいに

より介護施設に入所しようとするとき、身元保証

人の不在によりその入所が拒まれるケースがある。

身元保証制度の代替制度は今のところ、確立され

ていない。他の府県では「受け皿的な団体の設立」

や「保険制度の利用」が模索されてはいるが、そ

の代替制度はまだ発展途上である。しかし、入所

契約書に身元保証人の署名欄が存在する以上、こ

の問題を解決せずに入所は叶わない。そして今、

その代替制度として後見制度（本人の判断能力が

高いため、補助類型であることが多い）が利用さ

れ始めている。

本人の事理弁識能力が補助類型に相当するかは

別問題として、身元保証問題解決のために我々が

行ってきたキャンペーンの効果が新たなムーブメ

ントとなって、別方向に顕在化し始めたかもしれ

ない。

※１自治体別成年後見利用支援事業のアンケート

結果

http://www.legal-support.or.jp/act/other_

pdf/140722houshujosei_shukei.pdf
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１．企画に至る経緯

近年、多重債務事件や労働紛争事件、成年後見

業務を取り組む司法書士が増え、司法書士業務に

ついてその知識や技術だけでなく人権の視点が不

可欠となっています。当会ではこれまで人権に関

する研修会等を実施し、会員の人権意識の向上に

努めてきました。

しかし、人権分野においては机上で得られる知

識だけでは限界があり、自身が体感することによっ

て初めて理解し、気づくことも多いと感じていま

す。

そのような思いで企画したのが昨年度開催した

ワークショップ「生きている図書館」でした。生

きている図書館では、一方的に話を聞くだけでな

く当事者とコミュニケーションを図りながら進め

ていくため、当事者の生の経験や心情が直接の対

話を通じて伝わり、通常の研修では得ることがで

きない「気付き」を多くの会員に得て頂けたと思

います。「本」として元ハンセン病患者の方にも協

力をいただいたところ、当日はすぐに予約が埋ま

り、結果的に読書が出来なかった参加者も多くい

ました。

人権委員会としては、生きている図書館を実施

して、ワークショップ等体感型の研修の有用性を

大いに感じ、人権研修として体験型の手法を利用

した研修会を是非開催したいとの思いで一致しま

した。

２．会場の選定

今回、国立ハンセン病療養所長島愛生園でボラ

ンティアガイドの案内のもと園内を見学するとい

う研修会を企画しました。当委員会では２年前に

も沖縄の国立療養所沖縄愛楽園を訪問しています

（会報Vol.91参照）。その際、園内の案内をしてい

ただいたボランティアガイドの元患者の方の「ら

い予防法は今でも自分たちの中で生きているんだ」

という言葉が重く残っています。元患者の方々は

差別や偏見を恐れ、今なお病気であったことを隠

して暮らしている方もいらっしゃるようです。そ

の現状を多くの人に知ってほしいとの思いを愛楽

園の訪問で強くしました。ハンセン病問題を知っ

ていただくためには当事者から話を聞き、差別や

偏見を体感していただくことが大切だと思い、研

修会の開催を決めました。

３．ハンセン病問題の概略

ここで少しハンセン病問題の概略を説明します。

ハンセン病は「らい菌」の感染によって引き起こ

される慢性の細菌感染症です。主に末梢神経と皮

膚が侵され、失明･感覚異常･皮膚のただれ等の病

状があるとされますが、現代においては完治する

病です。早期に適切な治療を行わないと重い後遺

症が残ったこと等から近代以前から偏見や差別の

対象となってきました。

国は、明治40年以降、「癩予防ニ関スル件」「ら

い予防法」等の法律の制定により患者に対する強

制隔離政策を行い、「民族浄化」「国辱一掃」のスロー

報　　　告

肌で感じる現地研修会を企画して

人権委員会 福　田　了　也

ガンのもと行なわれた「無らい県運動」も相まって、

患者やその家族らに対する偏見や差別は筆舌に尽

くし難いものがありました。昭和18年に米国で特

効薬プロミンが開発され、我が国においては昭和

24年から患者に広く使用されるようになった後も、

国は強制隔離政策を破棄するどころか90年の長き

に亘りこれを維持し続け、平成８年に「らい予防法」

を廃止するまで、法による人権侵害を続け、患者

や回復者、その家族に対する偏見や差別を助長し

ました。

平成13年５月には、いわゆる「らい予防法違憲

国家賠償請求訴訟」において熊本地裁が国の法的

責任を認めた判決を下し、その後に国はハンセン

病回復者に謝罪し、補償を行う法律を作りました。

また、国立療養所を地域に解放する等、地域社会

との共生を目指す「ハンセン病問題基本法」（「ハ

ンセン病の解決の促進に関する法律」）が平成20年

に成立しました。

今なお、ハンセン病回復者には深く差別の傷は

残っており、平成15年に熊本県の黒川温泉で起こっ

た「ハンセン病元患者宿泊拒否事件」とその後の

回復者に対する言われなき誹謗中傷は記憶に新し

いところです。

また、元患者らは差別や断種政策から子がいな

いことや親族との断絶、夫婦間でも入籍していな

いことがある等、高齢になるにつれ相続や遺言、

財産管理等の法的支援が求められています。

４．最後に

本研修会を開催するにあたり、司法書士が療養

所を訪問して何の意味があるのかといった意見や、

多くの人間が行けるわけではなく限られた人しか

参加できない中で開催することに意味はあるのか

といった意見もありました。確かに普段の業務に

直結する研修会ではありません。しかし、本研修

会を実施し、参加者から多くの前向きな感想を頂

戴しました。現地に赴き、体験し、自分の目と耳

で感じることで参加者の一人一人が人権について

深く考えるきっかけとなった研修会になったと思

います。日常の業務を行う中で、人権について思

いを巡らすことは難しいのではないでしょうか。

しかし、司法書士が「街の暮らしの法律家」と名

乗る以上、常に人権を意識する必要があると思い

ます。今後も当委員会では人権について考えるきっ

かけとなる研修会を企画していきたいと考えてい

ますので、多くの会員に是非参加していただきた

いと思います。
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静かな波音と穏やかな瀬戸内の海、その海の向

こうには幾つかの小島とその島々を従えるような

大きな小豆島が広がっていた。前日は大雨であっ

たがその日は嘘のような晴天、そのため普段は小

島になっているという島と陸続きになっていた。

平成26年９月７日、人権委員会主催の研修で岡山

県瀬戸内市にある長島という島にやって来た。京

都からバスで約３時間、その道中で見た事前学習

のＤＶＤは自分の頭の中では衝撃が走った。

赤子を連れた夫婦が医師の診察を受けていた。

夫と子どもには何もなかったが、妻はハンセン病

との診断が出た。時代は戦中か戦後の話。妻は施

設に入ることになる。その妻を夫が見舞いに来る

日があった。妻は夫の好きなイチジクを食べずに

残して夫を待った。そして面会の日、夫は妻に勧

められたイチジクを口にするも「この島で何かを

食べたと話したら、母は何と言うだろう。」とつぶ

やいた。その一言に妻は離婚を決める。自分の産

んだ子供とは施設に入ってからは一度も会ってい

ない。

この島には日本で初の国立ハンセン病療養施設

長島愛生園がある。昼食の後、講義が始まるまで

島の中を歩いた。島の外れに少年舎の案内板を見

つけた。看板の側にある朽ち果てた建物がその少

年舎なのであろうか、まだあどけない数人の子ど

も達の写真が脳裏に焼き付く。彼らは「２～３ヶ

月入院したら治る」とか「夏だから海辺の島に行

こう。」と誘われて患者専用の船に乗り、患者専用

の桟橋を渡ってこの島にやって来た。病気になっ

た子どもが悪いのではない、また親もこの島に子

どもを連れてくるのはどれ程辛いことであったろ

うか。

ハンセン病は感染する、そして手や足が無くな

ると人々は信じていた。その恐怖心を助長するか

のように国はこの病を患った人達を社会から隔離

した。その姿勢は治療薬が見つかり、その効果が

科学的に立証されたにも関わらず、「らい予防法」

という法律を制定して政策を強化していったので

ある。その結果、偏見と差別をますます助長する

ことになる。ちなみに法制定をしたのは戦前では

ない、昭和28年と遠い昔の話ではないのである。

その後、長い年月を経て平成８年に「らい予防法

を廃止する法律」が施行され「らい予防法」は廃

止された。そして平成13年の「らい予防法違憲国

家賠償請求訴訟」判決で国が敗訴し入所者への補

償と療養所で過ごす権利が明確にされた。しかし、

患者の傷はそれで癒えることはないし、長い年月

を要して出来た偏見は一朝一夕で解消されるもの

でもない。長島にはハンセン病を現在も罹患して

いる人は居ない、にも関わらず島からほとんどの

人が出ないのは溝の根深さを物語っている、それ

が現実なのである。

これからも色々な病が出てくることであろう。

その度に人はパニックに陥り、時と場合によって

は患者を社会から隔離して、それが偏見の温床と

なる。概して多人数の声は大きく、その大きな声

の中で患者のような弱い者の声はかき消されてい

報　　　告

現地研修会のレポート
（長島愛生園）

広報部 松　本　　　尚

く。ハンセン病は過去のものではない、そこで起

きた過ちは常に私たちの身の回りに潜んでいて混

乱に乗じて姿を現すのである。司法書士が司法の

一端を担うのであるならば、周りに流されるので

はなく、そのような小さな消えかかった声を吸い

上げていく必要があるのだろうと改めて感じた研

修となった。

今でこそ島は橋で繋がっているものの、それま

では渡し船で行き来していたという。昭和63年に

邑久長島大橋が開通するまでに17年の時間を要し

たのは工事が難工事だったからだけではない。さ

て一つの道で繋がり、国の姿勢も変わってハンセ

ン病という病への認識が変わろうとしている中、

今であれば隔たりのあった最愛の夫にイチジクを

届けることはできるのであろうか、その答えはわ

からない。
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先般2014年６月22日（日）当会館において、「学

校と社会をつなぐ法教育　～私たちはなぜ、法教

育に取り組むのか～　」をテーマとする研究会を

開催しました。司法書士法教育ネットワーク（以

下「当会」という。）の定時総会の併設行事として、

総会前の時間を利用してテーマを決め毎年研究会

を行っていますが、今回で６回目となります。因

みにこれまでの研究会テーマは次の通りです。

第１回「若者労働者の現実と“労働”の法教育

　　　　～教育現場と労働相談の現場をつなぐもの～」

第２回「法教育の教材開発と法律実務家の役割」

第３回「今、司法書士が法教育で伝えたいこと

　　　　～ “新しく”なる学校教育への提言～」

第４回「ゆるやかに、気長に、楽しく５年間

　　　　～法律専門家と学校・教師の対話～」

第５回「消費者市民を育てる消費者教育と法教育

～消費者教育推進法の制定を受けて～」

＊2007年８月11日　司法書士法教育ネットワーク

創立記念シンポジウム　高校生・若者の今、そ

してこれから～今、求められる「法教育」とは～

いずれも、当会のホームページにてその記録集

を公開していますのでご興味のある方はご覧くだ

さい。

http://laweducation.sakura.ne.jp/document.html

ところで、今回の研究会のレポートをお知らせ

する前に、当会の紹介を簡単に致します。

当会は、「法教育」に取り組む全国の司法書士有

志24名が呼びかけて結成した団体で、ホームペー

ジを「たまり場」にして、全国各地の高校等で出

張法律教室活動をしている司法書士が、「法教育」

の授業についての情報交換・意見交換をすること

を目的として、2007年４月８日に発足しました。

当会は、法教

育活動に携わる

司法書士だけで

はなく、法教育

に関心をもつ教

育関係者と情報

交換・意見交換

をしながら、あ

るべき法教育を

追究していきた

いと考え、教育

関係者・一般のみなさんにも入会の呼びかけをし

ています。

このネットワークのモットーは、「ゆるやかに、

気長に、そして楽しく」。2014年３月31日現在、司

法書士会員77名、教員等一般会員16名（北は北海

道から南は沖縄県まで）、賛助団体会員15団体（11

の都府県の各司法書士会、全青司、青年司法書士

会３団体）の参加をいただいています。当初は個

人会員のみであったところ、当会の活動が広がる

につれ、法教育活動の資料、授業案、システムの

情報提供やアドバイス等を求めるため、また、当

会の活動主旨に賛同いただく形で、徐々に団体会

員も増えてきております。2014年度は、法教育の

仲間のネットワーク作りの更なる推進、メール

ニュースやニュースレターを通しての情報発信、

法教育教材の紹介、法教育全般に関して行政や社

会に対しての意見・提言等を掲げ活動しておりま

す。また、現在日本司法書士会連合会より委託を

受け、「司法書士のための法教育・消費者市民教育

ハンドブック」作成にとりかかっており、いずれ

皆様に利用していただく時が参りますので、学校

や地域での法教育活動にご活用ください。

報　　　告

司法書士法教育ネットワーク
主催記念研究会を終えて

司法書士法教育ネットワーク会長 西　脇　正　博

さて、今回の研究会は、

①東京司法書士会が定時制高等学校と共に取り組

んだ連続授業の取り組みを通して、全日制の高

等学校とは異なり、多様な家庭背景、職業、国籍、

年齢の生徒が、直面する社会との関わりにおい

て、まずは相談する力を育てることを目的に実

践した授業の定時制高校の教師と司法書士によ

る報告

　定時制高校で学ぶ生徒の実情（ｅｘ．家庭背景、

学習環境・学力の課題、労働環境、言葉の壁な

ど）、定時制高校における教育の課題、相談会の

実施の意義、などについて、問題提起も含めた

実践報告となり、様々な課題を抱える生徒に対

し、貧困の連鎖を断ち切りたい、そのためにも

専門家の姿を見せ、相談にもつなげていきたい

という強い思いを語っていただきました。

②①での東京の実践報告に対する司法書士からの

応答として、「労働法」のテーマに注目し、教材

検討会チームによる「労働法教育講義の参考事

例集（仮称）」の制作企画の中で情報収集をした

賛助個人会員による実践例紹介も含めての司法

書士による労働法教育の取り組みの報告と問題

提起

③「どーせ変わらんし！」を乗りこえる、「はたら

くを学ぶ」授業等、長年、高校生と外部の様々

な専門家や職業人等とを出会わせる実践に取り

組んでいる大阪府立高校教諭による実践報告

　この報告では、演題のとおり、「どーせ変わらん

し」と思っている高校生、また実際にそのよう

な生活体験を重ねてきた高校生に対し、彼ら彼

女らの「常識」を覆す「高校生でも有給休暇が

とれた」「給料があがった」といった明るい「実

話」が生まれた実践もありました。

以上３部の実践報告から、高校生は何を学び、

どのように成長したか、課題は何かといった内容

で、問題提起をしていくように企画したものです。

そして、当会が収集した情報報告もまじえながら、

「私たち法律専門家は、なぜ、法教育に取り組むの

か」「私たち教師は、なぜ、法教育に取り組む法律

専門家を学校に招き、生徒に向き合わせようとす

るのか」を参加者と共に考え、意見交換をしました。

詳細につきましては、今回も研究会記録を当会ホー

ムページに掲げますのでご覧ください。

現在全国の多くの司法書士会が、法教育活動に

取り組んでおり、京都司法書士会も平成11年から

委員会を組織し、プロボノ活動の視点から重点的

に取り組んでいます。しかしながら、会務として

法教育に取り組むうえでは、任期や委員としての

制約があります。当会は任意の団体として、司法

書士同士、教職員やその他の専門家と交流しなが

ら、楽しくゆるやかに法教育活動を続けていきた

いと考えています。法教育に少しでも興味を持た

れている方は、当会の活動に参加くだされば幸い

です。
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平成26年５月24日、宇治市の主催により、「宇治

市消費者まつり」が開催され、当会も後援団体と

して参加し、セミナーへの講師派遣、展示ブース

出展、相談会への相談員派遣を行いました。

消費者まつりは京都府消費生活安全センターが

力を入れていた事業で、数年前までは京都府下の

各市にて隔年で行われていたのですが、現在では

予算の削減のためにほとんどの市で開催されず、

今年は宇治市だけでの開催となりました。しかし、

当日は消費者団体に限らない様々な団体が参加し、

訪れる市民も多く非常に賑わっていました。市民

がフリーマーケットや模擬店を、農協が地元野菜

の直売所を出し、料理を出す模擬店と野菜の直売

所にいたっては、午前中に商品が売り切れるほど

の盛況ぶりを見せていました。

セミナーは「安心・安全な相続を考える～相続っ

て？遺言って？～」と銘打った相続に関する60分

の講義で、同日にホールで行われた演劇や演奏会

などの催しのなかで、最も来場者が多く、立ち見

の人が出るほどでした。

展示ブースには、当会の消費者委員会が作成し

た、相続・遺言に関する○×クイズと遺言に関す

る間違いさがしクイズを掲示しました。クイズ参

加者に景品として、日司連発行の相続アクセスブッ

クと司法書士会ボールペンを配布したのですが、

相続アクセスブックの人気ぶりがすごく、時間が

ないから相続アクセスブックだけが欲しい、とい

う来場者までいるほどで、10時の開場から終了時

刻の15時半までに83名の方がクイズに参加してく

ださいました。

当初、宇治市からの参加依頼のなかで相続を扱っ

て欲しいと知らされた際には、消費者まつりに相

続問題はなじまないのではないか、と不安を覚え

ましたが、悪質商法に関する展示、必要な野菜の

摂取量や食品添加物に関する展示、環境問題に関

する展示のなかで浮いた存在になるわけでもなく、

むしろ相続に関する情報を目当てに来場したとい

う声もあり、嬉しく感じるとともに、相続問題は

一部のお金持ちの問題ではなく、もはや消費者全

体が抱える問題なのだ、と感じました。

無料相談会は、手違いで事前の広報チラシに載

らなかったにも関わらず８名の相談者がありまし

た。相談者のほとんどが相談をしようと思って来

られたのではなく、ほとんどが通りすがりの方で

したが、それは多くの市民が相続に関する悩みを

抱えている証拠かもしれません。

来場者が多かったおかげで、宇治市からも司法

書士会に対する感謝の言葉をいただきましたが、

もし宇治市や他の市区町村にて消費者まつりが行

われるのであれば、司法書士全体が当然に知って

いるような情報を発信するだけでも非常に喜ばれ

るので、ぜひ参加したいし、参加するべきと考え

ます。

報　　　告

宇治市消費者まつり　参加報告

消費者問題対策委員会　委員長
園部支部 上　田　浩　平

平成26年８月30日から31日にかけて、私と森中

勇雄会長、稲岡英志会員、竹前大会員の４名で、

近司連から派遣されて岩手県は大槌町司法書士相

談センターの管轄エリアの仮設団地巡回相談に行

きましたので、報告をさせていただきます。２日

間の間で見た限りの報告ですので、不正確な情報

があるかもしれませんが、ご容赦ください。

８月29日、岩手県に巡回相談の前日入りをし、

釜石市のホテルに向かう際、花巻空港から東和Ｉ

Ｃまでは高速道路（釜石自動車道）が開通しており、

遠野住田ＩＣから釜石西ＩＣまで、無料の自動車

専用道路が開通していたので、花巻空港から釜石

市市街地まで２時間程度と、以前よりかなり早く

到着することができました。

釜石市市街地のホテルに宿泊しましたが、ホテ

ルの外壁、一階の天井部分あたりに「津波により

ここまで浸水した」旨の青い浸水線表示があり、

今は綺麗なホテルも、震災時には一階が丸々破壊

されたことが窺われました。

30日、巡回相談を行うにあたって、大槌町司法

書士相談センターの入っているシーサイドタウン

マストというショッピングセンターに向かったの

ですが、道路自体は綺麗なものの、車のナビ上で

は様々な店や施設が並び、大槌町の市街地にしか

見えないのに、車窓から広がる景色は、ほぼ草原

に近かったです。震災直後に目立った瓦礫の山は

もう見当たりませんでしたが、復興には程遠い印

象です。住宅地を再建するにあたり、基礎を高台

にしようとしているのか、ところどころ土地を丘

のように高く盛り上げている部分が見受けられま

した。

大槌町司法書士相談センターにて相談票や司法

書士会のビブスを受け取り、いよいよ仮設団地に

向かいました。が、震災後に再建された道路は震

災前とは変わってしまっているため、車のナビが

当てになりません。区画整理が進まないためか仮

設団地の住所も「○○町×番割（『何番割』、とい

うのは『何丁目』に近いと思います）」までしか表

示されておらず、指定の番割中心地に来て周囲を

見回しても、仮設団地らしきものが全く見えない

こともざらです。現地の方に道を聞いて、ようや

く目当ての仮設団地を探り当てるということを繰

り返しましたが、巡回する際には、震災後の道路

や仮設団地の所在が正確に表示された最新の住宅

地図を携行すると良いと思われます（相談センター

に住宅地図がありましたので、２日目はそれを借

りました）。

仮設団地をいくつか回りましたが、仮設団地の

施設自体にも簡素な作りのものから、ガラス戸の

中にドア式の扉があるなど、比較的凝った作りの

ものまであり、差異があるように感じました。そ

のなかでも忘れられないのは、コンパクトカーが

ぎりぎり進入できる程度の細い路地を通らないと

出入りできない仮設団地です。その路地というの

が、舗装がされていない砂利道で、整備すらされ

ていないのか路地の左右の凹凸が激しく、通るだ

報　　　告

岩手県沿岸巡回相談　参加報告

相談事業部　副部長 上　田　浩　平
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けで車の底をこするほどで、自分たちはレンタカー

だからいいものの、そこに住み、自家用車で出入

りするのは絶対に嫌だ、とつい考えてしまうとこ

ろでした。当日は雨天でしたが、路地の窪みには

大きく深い水溜まりがいくつもあり、子どもやお

年寄りが歩く分にも危険な環境が、今なお続いて

いることを思い知らされました。

仮設団地を回ってみて、居住者が新居に移った

のか、空室が増えたように感じました。それはむ

しろ良いことなのかもしれませんが、空室以上に

目立ったのは、明らかに家具が置いてあり空室で

はないものの、ポストにチラシや新聞が何日分も

溜まっていて、長い間留守にしていると思われる

部屋の多さです。主観では、交通の便が悪いとこ

ろほどそのような部屋が多かったように思います

が、不便な暮らしに耐えかねて、どこか他のとこ

ろに身を寄せている方が多いのかもしれません。

実際に仮設団地の方に相談はございませんかと

伺ってみて、予想していたことではありますが、

ほとんどの方は困りごとや相談は特にない、と回

答されました（「いきなり来られても、考えがまと

まっていない」と回答される方もおられました。

それはそれでごもっとも…）。具体的な相談をされ、

回答したという集計上の相談件数は０件でした。

しかし、気になっていることや不安・不満に思っ

ていることを話してくださった方は何名かおられ、

相談カルテに記録した話の内容を（あえて機械的

に）以下に羅列します。

●土地の分筆、農地転用の手続について、自分で

調べた情報の確認。

●司法書士相談センターの相談は本当に無料なの

か。司法書士相談センター以外の、無料相談の

受け方はあるか。

●（震災とは無関係に）亡くなった息子の数百万

円の借金を相続し、債権者から弁済を迫られ、

つい弁済してしまった。後から法律に詳しい知

人に「返す必要なかったのに」と言われ、残念

に思う。

●所有している土地に新居を建てて暮らしたいが、

区画整理が終わらないとそれもできない。市か

らは区画整理に最低でも３～４年はかかるがい

つ終わるかわからない、としか言われていない

が、平成29年に仮設住宅の家賃の補助が打ち切

られる予定である。年金暮らしで家賃を払って

いくと財産が減る一方で、不安で仕方がない。

●自分が所有している土地の一部を、市が道路を

再建するために買いたいと執拗に売却を迫るが、

金額が非常に安いうえに、市の言うとおりに一

部を売ると、残った土地は使い物にならない。

せめて土地全体を買い取ってほしいと言っても

市は聞き入れてくれず、折り合いがつかない。

●被災については、福島県ばかりがクローズアッ

プされ、他県に対して国は見向きもしていない

ように感じる。福島の避難者が毎月補償金をも

らっているのに対し、岩手の避難者である自分

は最初に見舞金をもらって終わりである。

●市が復興住宅を建てる事業を進めるに当たり、

必ずゼネコンを通して東京の業者にばかり発注

される。ひどい例では、市が約7000万円の報酬

で東京の有名な設計士に復興住宅の設計を依頼

し、その設計士は芸術作品を作るかのように、

コンドミニアムのような“復興住宅”を設計した。

現地の環境に合わないので不採用になったが、

設計報酬に関しては、市は文句も言わずに満額

支払った。税金の無駄としか思えない。

●津波を防ぎきれず破壊された防波堤を、市が巨

額の費用をかけて再建しているが、以前の防波

堤とたいした違いがあるのかわからず、他に費

用をかけるべきところがあるのではないかと思

う。ゼネコン等との癒着を勘ぐらずにはいられ

ない。震災前、市が「世界最大の防波堤だから

大丈夫」と宣伝したのを信じて避難せずに死ん

でいった人が多いだけに疑わしい。

上記のとおりですが、お聞きしたとおりの記載

なので、話の真偽や、正当な意見であるのかどう

かについては、わかりません。ただ、震災直後か

ら１年後くらいの時期と比較して、明らかに復興

事業のあり方に関する不満の声が多くなり、それ

は件数だけの問題でなく、内容についても、司法

書士個々人には解消はもちろん回答もできないよ

うな、困難で根深い問題が顕著になってきたよう

に感じます。

我々の巡回に対して「特に困りごとや相談はな

い」とおっしゃった方の中にも、おそらく不安や

不満を心に秘めた方が、相当数おられたと思いま

す。被災者の方々には、（司法書士に限らず）時折

巡回してくる相談窓口に対し、「言っても仕方がな

い」という諦めの感情を持っている方が少なくな

いかもしれません。実際、不満を口にしてくれた

方の中にも、「あんたたちに言ってもしょうがない

けど」という前置きで話をされた方もおられまし

た（もちろん、それでも話をしてくださったその

方には感謝せねばなりません）。

中には「岩手県民が自分たちで言っても、何も

変わらない。他の都道府県民や、利害関係のない

団体にどんどん来てもらって、どんどん意見を言っ

て欲しい」と言ってくださった方もおられ、その

言葉にその場では感激したのですが、後になって、

自分はその期待にどれくらい応えられるのか…と

考えると、自分の無力さを感じずにはいられませ

ん。

私が被災地に行ったのは３回目になりますが、

今回行ってみて、私個人にとっては非常に刺激に

も勉強にもなったのですが、震災直後であれば「解

決はできなくても、とりあえずの傾聴だけでも有

意義である」と思えたものが、もはや震災から３

年以上が過ぎ、カウンセラーでもない自分が、傾

聴をするだけで被災者に安らぎを与えたり、心の

支えになったりしている…とは、思えなくなって

きつつあるのが、率直なところです。

日司連が東日本大震災の被災者への支援事業を

やめることは当面ないと思いますが、単に巡回相

談を継続するだけでなく、市民の不満の声を集計・

検証し、意見書を出すなど、支援事業のあり方を

もう一歩進められないかについて、会をあげて、

日司連をあげて、考えなくてはならない時期にき

たのではないか、と強く思います。
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１．はじめに

皆さんは犯罪について如何お考えでしょうか。

まず、犯罪とは簡単に云えば「法律によって禁じ

られ刑罰が科される事実となる行為･事実」であり、

刑法としては「構成要件に該当し、違法かつ有責

となる行為」でしょう。分類には結果犯、挙動犯、

結果的挙動犯があり、更に詳しい解説が必要でしょ

う。しかし、刑法総論の講義ではないので詳しく

は割愛して、社会に対する犯罪であろうが、個人

に対する犯罪であろうが、人（法人）が侵すもの

です。つまり加害者がいて被害者がいます。

犯罪の被害者（家族、遺族を含む）は犯罪に遭

うことで人生や生活が一変することがしばしばあ

ります。被害前は人として当然行っていたこと、

幸せに生活していたこと、家族と毎日顔合わせし

ていたこと、自分の自信や誇り、夢見ていたこと、

周囲への信頼等全てが木っ端微塵に吹き飛んでし

まうこともあります。そして被害により長時間の

事情聴取、入院や介護、慌しく（事務的に）催さ

れる葬儀、メディアの過剰報道、周囲からの例え

ば「保険金が入ったから良いね」「他の家族のため

にも頑張れ」等の心ない言動、行政等の数多くの

手続、加害者不明、裁判での証言、被告人の言動

等によって傷つけられることも多くあります。生

活基盤を失うことや転職･転居、人間不信や家庭崩

壊のほか、精神的に麻痺して鬱や統合失調症を患

うこともあります。

犯罪被害者支援活動は上記のような心身に有害

な影響を及ぼす行為を受けて個人としての対応能

力を超えた体験をする犯罪被害者を、社会的に支

援して被害を及ぼす影響を個々の被害者に応じて

最小限にとどめるとともに、その克服を促す目的

で行われています。なお、威迫傷害等の心身に有

害のある行為を介さない財産犯は原則として含み

ません。

２．現在の犯罪被害者支援活動

日本の犯罪被害者支援活動は先進国のアメリカ、

イギリス等を参考に昭和56年の犯罪被害給付金支

給法施行から始まりました。遺族会など民間団体

は存在していましたが、国として支援開始は、見

舞金程度の支給が、最初です。以後平成３年から

の犯罪被害者実態調査や犯罪被害者相談室設置、

平成７年以後全国民間支援団体の設置、平成10年

全国犯罪被害者ネットワーク設立、平成16年犯罪

被害者等基本法制定、平成17年12月の犯罪被害者

等基本計画閣議決定、平成19年６月刑事訴訟法改

正、平成23年３月の第２次犯罪被害者等基本計画

閣議決定、各地方で条例制定等と繋がっています。

主旨は

①社会制度の一つとしての犯罪被害者支援

②市民としての被害者の連帯

③犯罪被害者の権利回復と、刑事司法の改革

を基に

④早期支援

⑤相談･カウンセリング･権利擁護等

⑥経済支援

の活動が行われており、世界においてもトップク

ラスの制度が整備されています。

支援団体としては、裁判所、警察、検察等の法

務省、弁護士会などの司法関係のほか、行政、医療、

福祉、教育、企業団体、地域、そして民間支援団体、

自助グループ等があり、互いに連携することが要

請されています。

私たちは司法関係に目が行きがちですが、司法

による救済はほんの一部分に過ぎず（例えば、警

犯罪被害者支援について

日司連　犯罪被害者等の支援を推進する委員会　委員 藤　林　　　守

会　員　寄　稿会　員　寄　稿 察は相談･捜査から検察庁送致まで、検察と弁護士

会は裁判確定までが主）、民間支援団体、特に特定

非営利活動法人全国犯罪被害者支援ネットワーク

の加盟団体が犯罪被害相談を行った上で司法分野

と協力するだけでなく、司法以外についての支援

プランも作成、法律案や条例案に意見を出し、各

連携機関との橋渡しを行っています。

本会は平成26年度から特定非営利活動法人全国

犯罪被害者支援ネットワークの加盟団体である公

益社団法人京都犯罪被害者支援センターの賛助会

員となり、犯罪被害者支援活動を支援しています。

３．私が犯罪被害者支援活動に参加したきっかけ

私は平成12年に開業以後、主に裁判実務を中心

に業務をしてきました。開業時は京都会において

もクレジット･サラリーローン（以下「クレ･サラ」

といいます）被害者救済活動が盛んで、被害者の

会の会員にもなり、後のいわゆるヤミ金被害者援

助、低所得者を苦しめ、金融業者にえこひいきな

高金利の引下げ運動にも参加しました。しかし、

ヤミ金問題は別として、クレ･サラ問題は基本的に

は取引問題であることが否めないことから、平成

16 ～ 17年あたりから、クレ･サラ被害者より救済

すべき「被害者」がいるのではないかということ

を常々感じていました。

生活や業務を行いながら、基本的に「被害者」

といえば「犯罪被害者（遺族含む）」であろうし、

友人宅の近くには神戸連続児童殺傷事件で報道さ

れた中学校があった、京都でも日野小学校事件が

あった、私でも何かできないか？犯罪被害者を支

援している人や団体があるのだろうか？と考えま

した（現在司法書士で法律事務所事務職員経験も

ある、地元消防団やクレ･サラ被害者の会で市民活

動の経験もあるという自負も少々ありましたが）。

しかし、犯罪被害者支援の情報を全く知らず、最

初の情報は書店で購入した「犯罪被害者支援とは

何か－附属池田小事件の遺族と支援者による共同

発信」（ミネルヴァ書房発行）でした。読んだ感想

は「犯罪被害者は大変で、私は支援活動をできる

のか？」。少々の自負など吹っ飛びました。

そんな中、平成18年春に公益社団法人京都犯罪

被害者支援センター（以下「支援センター」とい

う）の存在を知り、附属池田小事件の支援者程で

はないかもしれないが、微力ながら役に立ちたい

と考え、正会員として入会しました。入会はした

ものの司法書士業務･いわゆる多重会務や高金利引

下げ運動で多忙を極め、そこへ平成19年２月に母

急逝と老父等介護が始まったことで、平成19年２

月８日の支援センター主催の春期全国研修会（先

進地であるイギリスの支援者の講演があり）への

参加と、「犯罪被害者支援の理論と実務」（民事法

研究会発行）を購読したことぐらいで、実際に支

援活動には参加できませんでした。しかし、クレ･

サラ問題が一時の異常な状態を脱しつつあったの

で、平成19年秋の支援ボランティア募集に応募し

ました。殺人や傷害、財産的に被害を受けた悲し

みを経験した方々を支援するのは当然ながら、加

害者も出さないようにという気持ちを込めてです。

以後、支援センターや全国犯罪被害者支援ネッ

トワークの研修受講や講演会開催の裏方等の活動

に参加しています。

４．司法書士と犯罪被害者支援活動

（１）司法書士の職域

私たちの主な職域は、

①不動産登記、商業法人登記手続きの代理、書類

作成

②成年後見、裁判所へ提出する書類の作成（家事）

③簡易裁判所民事訴訟代理、民事紛争代理、裁判

所へ提出する書類の作成

このうち③の「裁判所へ提出する書類の作成」

は民事だけでなく刑事も含まれ、司法書士法の条

文では「裁判所若しくは検察庁へ提出する書類の

作成」となっています。つまり検察庁へ提出する

起訴状や公判記録の謄写請求書、検察審査会への

審査申立書どころか、犯罪被害者の意見陳述書、

損害賠償命令申立書を作成しても良いのです。

（２）法的根拠

犯罪被害者支援活動を行う法的根拠は、司法書

士法の他

①総合法律支援法第１条には司法書士その他の隣

接法律専門職のサービスを身近に受けられるよ
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うにする国の責務、同第７条には国や弁護士･隣

接法律専門職等の連携の確保及び強化、同第10

条３項には隣接法律専門職の総合法律支援体制

整備への協力責務

②犯罪被害者支援基本法第６条には国民の犯罪被

害者への配慮及び国等の施策への協力の責務、

第７条には国、地方公共団体、日本司法支援セ

ンター、援助民間団体等の連携協力の責務）

があります。

（３）市民からの要請

①京都司法書士会は京都府犯罪被害者サポート

チームに参加

②民事の損害賠償請求等の相談あり（交通事故、

傷害、ＤＶ、痴漢、いじめ等）

③警察に相談しづらい、警察の説明を理解できな

い、刑事事件の殆どは京都地方裁判所に係属し

ますが、時間的距離的に遠いと思う被害者もい

ます。

④全ての犯罪被害者が弁護士に委任しないと何も

できないというわけではない。

⑤提出書類の整理、連絡窓口等検察庁と連携可能

⑥多重債務処理や成年後見等の経験により、犯罪

被害者に提言や支援は可能（犯罪被害者特有の

制度でなくとも「一市民として」利用可能な社

会福祉制度をアドバイスできる）

つまり、犯罪被害者支援活動を行う素地はある

のです。

５．課題

しかし、現在の司法書士には以下の課題があり

ます。

①刑事事件に疎い。

実体法の刑法等のほか、手続法の刑事訴訟法、

少年法、いわゆるストーカー規制法、ＤＶ防止

法など。犯罪被害者の「今後私はどうすればい

いのか」「犯人はどうなるのか」という質問に応

じることが難しい。

②犯罪被害者との応対に不慣れ。

「犯罪被害者」と聴くだけ構えていないでしょ

うか？確かに犯罪被害者との応対はさらに神経

を使います。何気ない言葉でも犯罪被害者は傷

つきます。例えば「あんたも悪い」などは最悪

です。相談に来るまでの犯罪被害者の心の葛藤、

加害者へ要求することや損害を填補する保険や

保障を探る必要もあります。犯罪被害以外の問

題もあるでしょう。各連携機関も徹底的に研修

しています。成年後見や調停の研修から多少は

おわかりだと思いますが、応対に慣れていただ

きたい。因みに私は相談者が並んでいない限り、

相談を15分～ 30分程度（さらに長くなることも

度々）は聴くようにしています。また性被害な

ら最初に「男性の私でも良いですか？」と聴い

ています。女性司法書士に是非ともお願いした

いと思います。

③総合的な支援方法を想定できるか？

刑事や民事の司法だけでなく、行政、医療、

福祉ほか総合的に支援パッケージを想定するこ

とは難しいです。「精神的･経済的に生活を立て

直すことへの助力」も命題なので、行政通達や

保険･保障の知識は必要です。「犯罪被害者」と

してではなく「一市民」として利用できる制度

はあり、アドバイスするだけでも効果がありま

す。大まかでも想定することで司法書士だけで

良いのか、２に記した支援団体（以下「連携機関」

という）と連携すべきかを判断できます。作業

に慣れることで犯罪被害ではない一般的な相談

に応じる際にも役立ちます。

④連携機関への連携体制を確立していない。

全く活動していないのでやむを得ませんが、

連携機関は司法書士よりも先に活動を始め、そ

れぞれ違う長所があるので、各連携機関の特徴

や長所を把握して連携体制を確立する必要があ

ります。現在は私が個人として得た情報のうち

司法書士に役立つと判断した情報を選別して本

会自死対策･犯罪被害者支援委員会に提案してい

ますが、今後は司法書士会として「連携機関と

顔の見える付き合い」を行う必要があるでしょ

う。

⑤司法書士としての活動方針がない。

司法書士は職域が狭く、現在の犯罪被害者支

援政策は代理人存在が前提なので、弁護士のよ

うに活動できません。そうであるならば司法書

士会として如何に活動すべきかを決めるべきで

す。連携機関とも連携しやすくなるでしょう。

なお、活動方針の追加変更は随時していけば良

いのです。

６．今後の予定

①研修

私たちは知らないことが多い。５の課題に挙げ

たことは知っていないと相談に応じることは困難

です。今後も連携機関から得た情報の提供や犯罪

被害者に研修講師をお願いするほか、日司連提供

の研修（本年度開催予定）も参考に研修プログラ

ムを作成したいと考えます。連携機関の研修受講

･講演会参加、ロールプレイや特定の罪種に特化し

て刑事法廷傍聴をしても良いのでしょう。

②民事訴訟の活性化

基本的に民事訴訟がしっかりしていないと相談

に応じることはできません。現在少々ややこしい

時期で様子を窺っている会員も多いでしょうが、

例えば140万円の算定も総損害額260万円－社会保

険･保障（例えば自賠責の被害者請求や労災保険金

額）の一部填補後の残額なら、誰からも文句を言

われません（因みに損害額を一部でも填補する契

約や制度があるのなら先に使うのが常道です）。

また、殆どの会員が知らないと思いますが、現

在弁護士がよく利用している自動車損害任意保険

の弁護士等特約の「等」は司法書士も含んでいま

す（一部の保険会社を除く）。皆さんも自車の保険

会社に確認し、アプローチをしても良いのではな

いでしょうか？総損害額が140万円を超えるからと

いって簡単に諦める必要はないのです。

③他制度の情報確認

課題③で述べましたが、社会保険や保障の制度

は確認しておくべきです。犯罪被害者の生活再建、

精神的苦痛への対応のために連携機関と連携する

ことは「犯罪被害者のため」に役立ちます。損害

額を填補する際の充当方法も制度によって違いま

す。たとえ司法書士が利用申請に代理権を使えな

くとも、前項のように結果として簡裁代理権を使

うことが可能な場合もあります。

④司法書士（会）としての方針作成

課題④⑤で述べましたが、方針を作成すること

により、連携機関と連携しやすくなるでしょう。

司法書士独自のものでもＯＫですし（登記手続き

に絡んで等）、随時追加変更しても構いません。

各種相談会を経験した後でも構いません。他会

では「暴行･傷害」や「ストーカー ･ＤＶ」の相談

会を行っている会もありますし、日司連は「人権

侵犯被害救済」も含めて行っていこうとしていま

す。

「市民からの要望･信頼」は時と共に高度･詳細に

なり、法改正等を伴うこともあります。私たちは

法律実務家なので対応しなければならないことは

言うまでもありませんが、「相談者の心情と向き合

う」等の基礎事項を疎かにしがちです（「心情」に

飲み込まれろということではありません）。各連携

機関は時には非難を受けながらも、一歩一歩クリ

アしました。私たちも「心情と向き合いながら法

律実務家として」一歩一歩進んで、「市民」「犯罪

被害者」の要望に応え、信頼を得ましょう。
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皆さんは、どのような趣味をお持ちですか？旅

行、グルメ、バイク…色々あると思いますが、ちょっ

と運動したいなら、ハイキングをお薦めします。

なんと言っても、ハイキングはお金がかかりませ

ん！自分の足さえあればできてしまう趣味です。

登山、というほど本格的なことではなく、私は

のんびり喋りながら自然の中を歩き、山頂でお弁

当を美味しく戴き、下山後は温泉！というお気楽

ハイキングです。ですので、登山を趣味とされる

方からしますと、こんなん邪道や！！という感想

をお持ちになるかもしれませんが、そこは大自然

のように大きく構えていただき、ご容赦下さい。

さて、私は平成26年の５月、奈良県と三重県の

県境にある、大台ヶ原山（標高1691ｍ）に行って

きました。

ここは、日本有数の多雨地帯であり、当日も天

気を心配したのですが、日頃の行いが良かったの

か、はたまた今年１年の運気を使ってしまったの

か、五月晴れの中、散策を楽しむことができました。

大台ヶ原山は標高1691ｍですが、なんと1573ｍ

までは車で行けてしまいます。

初めは、０地点から登ろうかと思っていたので

すが、この辺りは山脈で、大台ヶ原山の麓に到達

するまでに３日くらいかかりそうだったので、文

明の利器に甘えて1573ｍまでワープさせていただ

きました。

道路ができる以前は、行者や採薬師達のみが足

を踏み入れていた秘境でした。この山脈の奥深い

大台ヶ原山に、未熟な装備で自分の足だけで訪れ

ていたかと思うと、感動を覚えます。と同時に、

道路ができ、私たちのような初心者にも訪れやす

い環境になりましたが、逆に身近になり過ぎて自

然破壊が進んでいる現状に複雑な思いにもなりま

す。

すっかり観光名所となり、昔ほどの自然は残っ

ていない大台ヶ原山ではありますが、都会に住む

私たちには自然を充分楽しませてくれます。

コースはビジターセンターを起点、終点とする

周遊です。多雨地帯とあって、森が鬱蒼とし、色

んなキノコも生えており、目を楽しませてくれま

す。ビジターセンターから徒歩約40分で視界が開

け、日出ケ岳に到着します。

ここからは遠く熊野灘、志摩半島を見渡すこと

ができます。初めは平坦なコースで余裕だったの

ですが、この日出ケ岳に到達する直前が結構な急

勾配（階段）で足はガクガクになりました。しかし、

天候に恵まれたお陰でとても美しい景色を見るこ

とができました。

日出ケ岳からはまたなだらかな山道になります。

鳥の囀りの聞こえる、新緑に囲まれた道をゆっく

り歩くのは本当に最高です！日影にはまだ雪が

残っており、雪解け水が作り出した小川の冷たい

こと！五感を目一杯使って自然を楽しめるコース

です。そんな緑溢れる景色が正木峠に着くと一変

します。

ここは、伊勢湾台風がこの地方を直撃した際に

なぎ倒された木々を、人々が持ち出してしまった

Let’s enjoy　ハイキング

洛北支部 桝　中　祥　子

会　員　寄　稿会　員　寄　稿

ために地面が乾燥し、この地帯一帯を覆っていた

苔が生えなくなり、苔の代わりに笹が繁茂したた

め、木が生えなくなってしまった地域です。景色

の激変に、自然が微妙なバランスのもとに成り立っ

ていること、その回復の難しさを痛感します。

正木峠を過ぎるとまた森の中に入り、すこし広

場があったので、ここでお弁当を広げました。外

で食べるご飯ってなんでこんなに美味しいんで

しょうねぇ。私は山頂でコーヒーを飲むのが好き

なので、熱々のお湯を魔法瓶に入れて持参し、こ

れまた持参したインスタントコーヒーをサラサラ

とやってほっこりするのが、最高に幸せを感じる

瞬間です。

ま、インスタントコーヒーなんですけどね。と、

ほっこりしていると突如、鹿の集団が！！

先方も人間がいることに気付かずに森から走り

出してきてしまったらしく、びっくりして立ち止

まっていましたが、私たちが近づかないと判断す

ると、木の皮などをのんびり食べていました。茂

みを挟んだあっちとこっちで、人間と鹿が距離を

保ちながらそれぞれ食事をしている光景がなんと

も楽しかったです。

そのまま定められた道を進むと大蛇嵓（だいじゃ

ぐら）に到着です。ここは絶景＆スリル満点スポッ

トです。800ｍ程の高さの断崖絶壁に突き出した岩

の端にまで行くことができるのですが、高所恐怖

症の方は止めておいた方がいいと思います。私は

高い所が大好きなので、比較的スタスタ行けたの

ですが、ほぼ全員の方がお尻を地面にズリズリさ

せながら進んでいました。端まで行くと周りが見

回せ、かなり気持ちのいいスポットです。

鎖があるので、こけても死なないかと思います

が、死にそうな思いをすることは確実なので、気

を付けましょう。

大蛇嵓を過ぎると下り坂になり、シオカラ谷と

いう渓谷に着きます。

大台ヶ原山山頂

付近で見た雪解け

水の小川は、源流

でしょうか。とて

も冷たく、綺麗な

小川でした。小川

に足をつけて、疲

れを癒し、谷に架

かる吊り橋を渡る

と…ゴール！！で

はなく、急勾配な

階段が続きます。この階段が一番きつかったです。

清流で足を休め、気持ちいい～と思っていたとこ

ろにこの階段は…ひたすら耐えて登ります。黙々

と階段を30分以上登ってようやくビジターセン

ターに到着です！！ビジターセンターでアイスク

リームを食べた時の感動は忘れられません。我な

がら安っぽい…（泣）

ハイキングは地味に見える趣味かもしれません。
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でも、自分の足で登った時に見ることのできる景

色、ドライブでは味わえない達成感、野生動物と

出会えるかも、という期待感、そして何より自分

で作ったパッとしないお弁当でもあんなに美味し

く感じるのは、まさにハイキングマジックです。

いつかは富士山を…と考えていますが…まだしば

らくはお気軽ハイキングを楽しんでいそうです。

皆さんも気軽にハイキング、してみませんか！！

大文字山も結構楽しめますよ！ 今から十数年前、サッカーという共通の趣味を

持つ司法書士の仲間が集まり、気楽にサッカーを

やろうということで始めたのがフットサル同好会

です。

サッカーの場合には１チーム11人制ですので、

毎回人数を集めるのがしんどいのではないかとい

うこともあり、サッカーよりはもう少し少人数で、

しかも手軽にできるということでフットサルをす

ることになりました。

フットサルは、１チーム５人制であり、そのう

ちゴールキーパーが１人必要ですので、フィール

ドプレーヤーは残りの４人ということになります。

コートもサッカーと比べて人数相応に小さく、競

技時間も短い（１セット８分程度）のですが、攻

守の切り替えが目まぐるしく、４人のフィールド

プレーヤーが絶えずプレーに関与していなければ

ならないため、真面目にやろうと思えばかなりハー

ドなスポーツです。

十数年前に発足した頃から比較しますと、最近

は若いメンバーも加わり老若男（老若男女ではな

いところが少し残念ですが）が入り乱れたメンバー

構成となっております。また、中学生･高校生の時

にサッカー部に所属していた人もそうでない人も

います。

毎月１回（月によって違いますが、原則として

第３日曜日）、フットサル会場を借りてゲームを

行っています。現在対戦相手になってもらってい

るチームが２チーム程度あり、当チームの参加メ

ンバーが多いときは、これを更に２チームに分け、

合計４チームで総当たりのリーグ戦を１セット８

分で２時間内の制約のもと時間の許す限りしてい

ます。

スポーツに限らず、普段の仕事から離れて、非

日常的な事に熱中する時間を持つことが心身に良

い影響を与えるということを信じ、私も月に１

回のこのフットサルに（仕事する時間を犠牲にし

て？）ほぼ毎回参加しています。

我がフットサル同好会のポリシーは、（これは私

なりの解釈ではありますが）「遊び」であると考え

ています。勿論、競技である以上、少しでもレベ

ルを向上させたいと思う気持ちを持つのは当然で

すし、これを一つの目標にもしています。しかし、

それはあくまでも「遊び」の範囲内のものであり、

とことん勝ち負けに拘るべきものではないと思い

ます。従って、経験や年齢、競技レベルなど関係

なく参加を受け入れたいと考えています。

サッカーやフットサルというと、相当に激しい

スポーツであり、10歳代、20歳代の若者のスポー

フットサル同好会便り

洛央支部 浜　田　　　昭

会　員　寄　稿会　員　寄　稿
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ツを想像しがちなのですが、（競技レベルをひとま

ず置いて考えれば）年齢･性別に関係なく楽しめる

スポーツだと思います。

私事で恐縮ですが、2013年に還暦を迎えました。

自分が若い頃には、この年齢までフットサルを続

けていることなど全く想像していませんでした。

しかし、今にして思うことは、人間案外やろうと

思えば何歳になってもそれなりにはできるものだ

ということです。全ての人間（年齢･性別に関係な

く）が適切な鍛錬を積めば、筋力や持久力などの

体力は間違いなく向上します。月に１回の参加だ

けでは、なかなか体力が向上するところまではい

きませんが、これを一つの目標にして日頃から鍛

錬することによって、全ての人が体力の向上を実

感することは可能です。ということで、最低でも

あと20年は続けたいと思います。

平成26年10月26日（日）午前９時00分、大阪マ

ラソンがスタートしました。大阪マラソンは、毎

年、３月から４月にかけてエントリー（申し込み）

が始まります。このマラソンは、全国でもトップ

レベルの人気があり、申し込んでも５人に１人し

か当選しません。

前回に続き、今年も７人グループで申し込んだ

ところ、奇跡的に２年連続で当選することができ

ました。

大阪マラソンを現実に走るためには、前日もし

くは前々日に、受付会場のインテックス大阪に本

人自身が出向き受付をする必要があります。受付

会場では、毎年、各企業や団体のブースが立ち並び、

さまざまなイベントが開催され、まさにお祭りムー

ドです。有名人のトークショーやマラソングッズ

の大安売り、テーピング講習会にアーケードゲー

ム大会、全国各地の名物を集めた屋台村などなど、

今年もとても楽しく素晴らしい時間を過ごすこと

ができました。

マラソン当日は、午前４時に起床し、ストレッ

チを入念に行い、午前７時にスタート会場である

大阪城公園に到着しました。

どこのマラソン大会も似たりよったりだと思い

ますが、３万人もの参加者に対して会場のトイレ

の数が少なく、今回もとても長いトイレ待ちの行

列ができていました。

無事トイレを済ませて、なんだかんだしている

うちに整列時間が迫ってきました。

大阪マラソンでは、スタートの位置をＡからＱ

までの各ブロックに分けて整列させます。１ブロッ

クに約2000人が入り、私は、かなり後方のＮブロッ

クからのスタートでした。平成26年は、例年より

も気温が高く、熱中症に注意するようにとのアナ

ウンスが繰り返しなされました。

そして午前９時、スタートの号砲が鳴り響きま

した。列の最初はすぐにスタートしますが、私の

ブロックは15分たっても動きません。そして、そ

の後、徐々に動き出し、スタートゲートをくぐっ

たのは号砲から22分後のことでした。

大阪府庁前をスタートし、御堂筋、道頓堀、中

之島、京セラドーム、なんば駅、通天閣、南港ベ

イエリアを通過し、そして、ゴールのインテック

ス大阪を目指す、42．195㎞の長いレースが始まり

ました。

参加するランナーは全員、１辺３センチほどの

四角いチップを靴につけて走ります。

路面に敷かれた「じゅうたん」のようなセンサー

の上をチップが通過すると記録される仕組みです。

そして、ネット上で、名前を入力すると、その人が、

何キロ地点を、何時何分に通過したかがリアルタ

イムで表示されます。

序盤は、いつも団子状態です。密集した状態で、

ゆっくり進みます。５㎞地点で最初の給水。この

日は暑かったので、３万人のランナーが各給水ポ

イントに殺到しました。紙コップにペットボトル

の水を注いで用意して下さっているのですが、場

所によっては給水が追いつかず、ランナーが空の

紙コップを手にもって、水が注がれるのを待って

いる所も多くありました。

給水ポイントはどこも水浸しで、山のような紙

コップが散乱していて、その上を走るという、凄

まじい状態です。

大阪マラソンは、沿道の応援がすごいことでも

有名です。本当に、ずっと絶えることなく声援が

続き、ずっと絶えることなくランナーとハイタッ

チをしています。また、学生の吹奏楽演奏やチア

大阪マラソン2014参加レポート

洛南支部 柏　眞　佐　弘

会　員　寄　稿会　員　寄　稿
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リーディングなどにより、迫力ある応援が各所で

なされています。

大阪マラソンでは、仮装して走るランナーが多

くいますが、沿道の応援の人も負けじと多くの人

が仮装しています。

10㎞地点くらいまで、快適に走れたのですが、

過ぎたあたりから、徐々に足の指先に強烈な痛み

が走るようになりました。朝に、靴ひもを強く締

めすぎてしまった事が原因でしたが、それに気が

付くまで、さらに10㎞ほど走らなければなりませ

んでした。

20㎞地点を過ぎたあたりからは、次の給水ポイ

ントが待ち遠しくてたまらなくなり、ポイントに

着くと、ガブガブ水を飲むようになりました。

マラソンの後半では、多くの沿道の市民が、エ

アサロンパスを持ってきて疲れたランナーの足に

かけてくれます。

23㎞地点では最初の給食ポイントがあり、バナ

ナをたくさん手に持って走りながら食べました。

25㎞地点を過ぎると、足がパンパンに張ってき

て、いよいよ動かなくなりましたが、「あのポイン

トまでは頑張って走ろう。」と決めていたので、頑

張って走りました。

あのポイントとは、大阪マラソンの名物ポイン

ト「まいどエイド」のことです。

32㎞地点を過ぎたあたりに、大きな給食ポイン

トが設けてあり、イナリ、巻きずし、どら焼き、

たこ焼き、キュウリに人参、おしんこ、ゴマ団子

などなど、20種を超えるメニューが用意されてい

ます。私は、ここで食べたラッキョが最高におい

しく感動しました。大阪市商店会の皆様ありがと

うございました。

ここからは、限界を超えている足を動かし、歩

いたり走ったりでゴールを目指します。

とても長く感じる最後の10㎞です。

37㎞地点を超えると、大阪マラソン最後の難所

「南港大橋」にさしかかります。

足が限界なところに、しばらく急こう配が続く

ので、ほとんどのランナーが険しい顔をして歩い

ています。

大阪マラソンでは、多くのポイントで業者がカ

メラ撮影をしていて、後日、ネット上で、自分のゼッ

ケン番号を入力すると、その写真が見れる仕組み

になっています。

どんなに苦しくても、カメラの前ではさわやか

な笑顔を心がけましたので、どのように写ってい

るか楽しみです。

40㎞地点の最後の給水ポイントを通過し、いよ

いよあと２㎞ちょい。ゴール近くは、応援の人だ

かりで、お祭り騒ぎとなっています。最後のコー

ナーを曲がり、ゴールが見えた時は、表現できな

いほどの素晴らしい感覚を味わうことができまし

た。

そして、ゴール。完走した人には、ゴール直後

に完走のメダルと特製のスポーツタオルを首にか

けてくれます。しばらく呆然として、至福のとき

を味わいます。

今年はとても暑くバテてしまい、一時途中棄権

を考えたりしましたが、沿道の声援に助けられて

なんとかゴールすることができました。

大阪マラソン2014の完走率は、主催者の発表で

93.8％もあったそうです。

制限時間も７時間と、マラソン大会としては比

較的長めに設定されていますので、フルマラソン

に興味がある方は、是非とも来年エントリーして

みてください。

趣味の自転車（ロードバイク）について書いて

もらえませんか？と、執筆の依頼があり、「最近あ

まり乗ってないですけど、それで良ければ」とお

受けしたものの、３年程前の青年会の会報「北山杉」

にも同じテーマで書いたところで、何を書いたら

いいのやら。最近あまり乗ってないし。昔は７～

８人のグループで月間500キロ程走っていたのです

が、「暑がり、寒がり、痛がり」の僕は暑い真夏と

寒い真冬と花粉症が辛い春は乗りたくなくなるの

で、近頃はもっぱら秋に出動します。

この機会に改めてロードバイクの面白さって何

だろう？と、考えてみたのですが、しんどくて辛

いことしか思い浮かばない･･･辛さ70楽しさ30 っ

てとこでしょうか。楽しさ30を伝える事が出来た

らいいのですが、なかなか難しいんですよ。実際

に乗って体験しないと分からない事が多すぎて。

じゃあ辛さ70についてなら書けるんじゃないか

と思い…ひじょ～にローカルな話題ですが、少し

だけお付き合いください。_（._.）_

京都市は周りを山に囲まれているので、だいた

い何処へ行くにも山を越えなければなりません。

だからロードツーリングには坂道が付きものです。

ここでは、僕が住んでいる京都市右京区の自宅

を起点に、普段走っているコースの中から、印象

的な「坂道」をいくつか紹介したいと思います。

その前に…ロードバイク用のシューズはペダル

とシューズを固定するための器具が靴底に付いて

いるので、それが邪魔で非常に歩きづらいです。

そして、坂道を上る以上はピーク（頂上）まで自

転車から降りずに乗って上がらないと、その坂道

を克服したとは思いたくないので、意地でも自転

車から降りずに乗って上がります。途中で止まっ

て休憩するのもなしです。ちなみに、マウンテン

バイクは山中で自転車を押したり担いだりするの

で、シューズもそれ用に作られています。だから、

歩きやすい様にマウンテンバイク用のシューズで

ロードバイクに乗っている人も沢山いますが、僕

はあまりかっこいいと思わないのでロードバイク

専用のシューズを履いています。話がそれてしま

いました（^_^;）

一条山越通

京都市右京区広沢池付近の一条山越通交差点か

ら国道162号線（周山街道）へと続く、距離にして

約400メートルの上り坂です。

ここは、自宅から周山街道経由で京北町方面に

向かうコースの最初の上り坂で、体のウォーミン

グアップが済む前にこの坂にたどり着いてしまう

ので、ピークに着いた時にはいつも心臓がバクバ

クしています。距離は短いですが勾配がきついの

で、なかなかパンチのある坂道です。

花脊峠（京都側）

京都市左京区にある花背峠の京都側の峠道で、

京福叡山電鉄の終点鞍馬駅付近に始まり、府道38

あんな坂こんな坂

こぎ手：洛西支部 尚　永　雅　幸

会　員　寄　稿会　員　寄　稿
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号線から国道477号線にかけて、ピークまで約５キ

ロの長い上り坂です。

京都市内でロードバイクに乗っている人なら誰

もが知っている、一度はクリアしておかないと、

お話にならない程、ロードバイクのメッカともい

える坂道です。多くの場合、長い上り坂でも、勾

配が緩やかなところでは足を休めながら上る事が

出来るのですが、ここの峠は上り始めからピーク

まで延々と急勾配のつづら折りが続くので、途中

で足を休めることが出来ず、非常に辛いです。僕

自身、過去に何度も上っていますが、好んでは行

きません。

佐々里峠

京都市左京区の広河原と南丹市美山町佐々里を

府道38号線で結ぶ約８キロの峠道です。

ここは、京都側の登りも美山町側の登りも急勾

配で辛い峠道です。非常に山深いところで、周り

の木々の密度が濃く、鹿などの野生動物に遭遇す

ることもあります。

また、京都側からにしても美山町側からにして

も、ここにたどり着くまでに相当な距離を走らな

いといけないので、比較的“本気”の人たちが多く、

あまり初心者っぽい人を見かけないのも特徴です。

だから僕もたまにしか行きません。

昔、下りてきてから、頂上に買ったばかりのサ

ングラスを忘れてきたことに気づき、泣きそうに

なりながら取りに戻ったのを覚えています。

マウンテンバイクでこの付近の山を走っていた

時に、地図上では佐々里峠の南に位置するソトバ

山という気味の悪い名前の山中で（ソトバ＝卒塔

婆→お墓に立てる塔婆と同義）全身を山ヒルに襲

われたことがあり、それ以来この辺りの山はどう

も苦手です。

六丁峠

京都市右京区嵯峨鳥居本の愛宕神社一の鳥居か

ら府道50号線をＪＲ保津峡駅方面へ向かう約２キ

ロの峠道です。

ここは、自宅から保津峡経由で八木、京北方面

に向かうときの最初の上り坂で、距離は１キロ弱

と短いですが、ピーク手前の100メートルは僕が

知っている限りではロードバイクで登れるぎりぎ

りの傾斜で、雨上がりで道が濡れているときは後

輪が空回りするほど急勾配です。傾斜がきついの

で、途中で止まると再発進は難しいうえ、道幅が

狭いので、後ろから車が来たらもう大変です。距

離が短いので、大体は僕が上り終わるまで後ろで

待ってくれるのですが、中にはクラクションを鳴

らされる時も。

反対側は、保津峡方面から京都市内に向かう１

キロ強の上り坂です。

清滝川の河原付近から峠のピークまで一気に上

がるつづら折れの上り坂ですが、途中に急な個所

があるものの、距離が短いので、そんなに辛くは

ないです。

ただ、ここを走る時は既に100キロ近く走ってき

た帰り道なので、そういう意味では疲労度ＭＡＸ

の坂道です。この坂を越えると、自宅まで下り坂

５分なので、いつも気力だけで登っています。

ここの特徴は、保津峡方面や「ゆず風呂」で有

名な水尾方面に向かう比較的年配のハイカーが多

く、僕が真っ赤な顔をして、汗をかきながら上っ

ていると「おっ！兄ちゃん、頑張りや！！」と、

声をかけてくれるので、励まされます。

自転車に乗っていてハイカーに遭遇するのは珍

しいことではなく、以前どこかの山の中で、急坂

をマウンテンバイクを担いで登っていたところ、

年配のハイカーに遭遇し、「君たちは何をしている

のだ。自転車の乗り方を間違っている。自転車は

乗るもので担ぐものではない！！」と説教された

ことがあります。

瑠璃渓

南丹市園部町のるり渓ゴルフクラブ付近から府

道54号線を畑野町へ向かう約６キロの、今回紹介

する中で唯一の下り坂です。

ロードバイクのブレーキはあまり効きが良くな

いので、急勾配の長い下り坂では減速するのが大

変で、腕がパンパンになってしまいます。でもこ

の下り坂は、始まりから終わりまで緩やかなカー

ブと傾斜が続き、あまりブレーキを使わず下れる

非常に気持ちのいい道です。僕の最高速70キロを

マークしたのもここでした。頑張ったらもう少し

出せそうでしたが、怖くなったのでやめときまし

た。

老ノ坂（亀岡側）

京都市と亀岡市の境にある国道９号線の亀岡側

の約300メートルの上り坂です。

距離は短く勾配もそこそこなのですが、交通量

が非常に多く、自転車のすぐ横を大型のトラック

やダンプカーがビュンビュン走って空気も悪く最

悪な上り坂です。

園部や篠山方面から亀岡経由で帰ってくるとき

には、ここを通らなければならないので、いつも

仕方なく通っています。でもこの上り坂を越えて

老ノ坂トンネルを抜けると、あとは下って京都市

内をのんびり走れば自宅のある右京区に着くので、

先に書いた六丁峠と同じく「気力」で登っています。

老ノ坂トンネルを抜けたところで自宅に電話す

ると、奥さんがお風呂の用意をしてくれる段取り

になっているので、いつも家に着いたらすぐ熱々

のお風呂に入れます。

ほんの少しだけ紹介させて頂きました。当然の

事ながら坂道を上るのは辛いです。何故、坂道を

上るのか？と聞かれると、「そこに坂道があるか

ら…」そんな哲学じみた理由ではなく、その坂道

を通らなければ先に進めないからで、好んで坂道

を選んでいる訳ではありません。でも、辛い思い

をすればするほど、その先に待っているんですよ、

素晴らしいものが。それは、実際に体験しないと

分かりません。

どうですか？皆さんもしんどくて辛い70を体験

して、残りの楽しさ30を味わってみませんか？
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とても良いものだからもっと人に知られたらい

いのにと思うものがいくつかあって、それは、司

法書士、ホームベーカリー、ユーフォニアム、な

どなど。

ホームベーカリー（家庭用製パン機）は実に素

晴らしい。夜に、機械に材料をセットしておけば、

翌朝の指定した時間には食パンができている。小

麦粉や水だったものが、次の日、機械の蓋を開け

たらパンになっているのはまるでマジックボック

ス。焼きたてフカフカ･ホワホワで添加物なしの食

パンが本当に簡単に手に入る。材料のセットや後

かたづけの手間もほとんどかからない。朝はパン

という方は、ホームベーカリーを試してみられる

ことをぜひオススメしたい。わずかなお金で幸福

が得られること間違いない。

さて、次はユーフォニアムである。99．9％の方

が聞いたことはないだろうと思われるが、金管楽

器の名前である（一般的には「ユーフォニウム」

と呼ぶ。以下、ユーフォと略す）。音楽や楽器に詳

しい方でも知らないことが多いが、ほぼ吹奏楽（弦

楽器群がない管楽器と打楽器だけのバンド）でし

か使われていないので、無理もない。

私はこれを中学１年生から始め、もう34年にな

る。吹奏楽部に入部したときに先輩にあてがわれ

た楽器であるが、もちろん私も知らない楽器だっ

た。トロンボーンと同じ音域である中低音を担当

するが、トロンボーンがスライドで音を変えるの

に対し、ユーフォはトランペットと同じくピスト

ンで音を変える。そのため、動きの激しい曲でも

対応でき、またトロンボーンよりも管が太いので、

柔らかく豊かな音色が特徴である。吹奏楽の中で

はオーケストラにおけるチェロの役割を担当する。

ユーフォは吹奏楽以外では、金管楽器だけの小

編成アンサンブル（10人くらいまで）においても

活躍する。私は現在、高校の吹奏楽部の後輩（由

良哲一郎さん）が主宰する金管アンサンブルグルー

プ「ブラス･アンサンブル･サタデー」に所属させ

ていただいており（ここではトロンボーンも演奏

する）、年２回の自主演奏会のほか、京

都市主催の催し物などで演奏活動をして

いる。また、昨年からは由良さん演奏の

テューバ（最も大型の金管楽器で、一番

低い音域を担当する）と私のユーフォで

二重奏団を組み、「デュオ･えんのした～

ず」という名前で活動も始めた。この「デュ

ユーフォニアムの翼に乗せて

洛央支部 石　田　郁　雄

会　員　寄　稿会　員　寄　稿

ブラス･アンサンブル･サタデー、演奏風景

ブラス･アンサンブル･サタデー、メンバー

オ･えんのした～ず」には小川学さん（高校吹奏楽

部の後輩であり、元京都会･現滋賀県会所属の司法

書士）にもピアノで加わっていただき、平成26年

６月14日には３人で初リサイタルも開催した。そ

の他、このデュオで25年の12月に、地下街「ゼス

ト御池」でも路上ライブを行った（京都市の世界

人権宣言65周年記念イベントにて）。平日の午後に

（…汗）、40分程度の演奏を、トークを加えつつ３

回も公演した。地下街とはいえ、路上で、道行く

人相手に演奏するなんて、若手ミュージシャンみ

たいや！と、なかなか楽しかったし、これを経験

してからは、めったなことでは緊張しない度胸も

ついた。貴重な経験をさせていただいた。

金管楽器は音が大きく、普段は自宅で個人練習

できないため、カラオケボックス「シダックス」

の部屋を使っている。時間が取れる限り、週１回

はシダックスに行って２時間練習するのはすっか

り習慣になった。自分としても、大人になってか

らもここまで楽器を練習することになるとは思っ

ていなかった。ただし、いくら練習しても自分の

思うようには演奏できず、山の頂上にはほど遠い。

でも逆に言えば、まだいくらでも上手くなれる余

地が残されているわけで、やればやるほど課題が

出てくる。だからこそ、長く続けられているのだ

と思う。

楽器演奏は一人だけでしていても面白くないし、

上手くならない。必ず人に聴いてもらうというこ

とを目的にしなければならない。そういった意味

で、社会人になってからの由良さんとの出会いは

貴重であった。「えんのした～ず」の名前は、ユー

フォやテューバがトランペットやホルンなど、華

やかな楽器の下で働く、縁の下の力持ち的な立場

であることから来ているが、いろいろな人たちと

の縁の下で演奏させていただいていることも意味

している。由良さんとの縁、メンバーとの縁、聴

きに来てくださるお客様との縁。楽器はこうした

縁をつないでくれているのである。

演奏会に向けての練習は、時間と根気のいる作

業である。また練習での成果を一発勝負の本番に

出さなければならない精神力もいる。練習には苦

痛を伴うが、反面、本番で満足のいく演奏ができ

たときには、それが他に代え難い快感に変わる。

楽器演奏の特技は、人から羨ましがられること

もある。金管楽器は体力を使う楽器であり、練習

にも非常に時間を取られるので、いつまで続けら

れるかわからないが、自分への挑戦として、でき

るかぎり今後も続けていきたいと思っている。

＊演奏会情報は、インターネットにて「ブラス･

アンサンブル･サタデー」、「デュオ･えんのした～

ず」で検索ください。

デュオ･えんのした～ず（左から、石田、小川さん、由良さん）

デュオ･えんのした～ず、初リサイタル風景
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高校３年間放送部に所属していたこと、高校

在学中のときに短期サマープログラム（Summer 

Program in Amherst College）に参加したことで、

学生時代の私は、「報道アナウンサー」を志望して

いました。けれども、予想以上に報道業界は激戦で、

「流暢なアメリカ英語」での会話力のない自分はす

ぐに切り捨てられると思い、進路を具体的に考え

ていくときには、マスコミを選択肢から外さざる

を得ませんでした。大学卒業と同時期に司法書士

試験に合格し、迷いながらもしばらく勤務司法書

士として働き続けるも、英語を使って取り組める

分野はずっと探していました。

司法書士として事務所独立という道を選んで１

年ほど経った昨年の秋頃、何かのきっかけで、日

司連の「国際交流室」という存在を知り、開発

途上国における「法整備支援」事業に携わってい

る、ある司法書士の活躍記事を目にしました。そ

こで初めてJICA（Japan International Cooperation 

Agency；独立行政法人国際協力機構）が今回の事

業に関与していることを知り本当に驚きました。

というのも、この事業を知る以前、私が知る限り

のJICAの取り組みは、中東や中南米を始めとする

開発途上国での農業

開発や環境整備くら

いで、特に登記専門

家である司法書士が

直接関与できること

はないとばかり思っ

ていたからです。

これほど自分に

とって興味を惹く分

野はこれまでにな

く、もちろん、そん

な簡単な分野ではないこともわかってはいました。

しかし、他にどのような国がどういった不動産問

題を抱えているのか、できれば研究に携わった方

の話しを直に聴きたいと思っていたところ、ちょ

うど今回、JICA研究所が2011年から2013年に実施

した研究プロジェクト「紛争後の土地･不動産問題」

の研究成果をまとめた書籍　“Confronting Land 

and Property Problems for Peace”（「平和を目指し

土地･不動産問題に挑む」）をもとにしたセミナー

が開催されることになったので、迷わず東京まで

赴いて参加することにしました。

平成26年９月１日、ＪＩＣＡ市ヶ谷ビルにおい

て、凡そ３時間に及ぶセミナーが行われました。

セミナーは、「対照的な「双子国」：ルワンダと

ブルンジ」、そして「ボスニア･ヘルツェゴビナの

国家建設における財産権」をテーマとして、各

研究担当者から各々の研究国についてケーススタ

ディ的にご紹介いただき、その後お二人の有識者

と研究担当者らとの間で意見交換が行われ、最後

に一般参加者からの質疑応答という流れで進めら

れていきました。と言っても、一般参加者のレベ

ルも錚々たる有識者の方が多かったように思いま

す。

アフリカ大陸に位置する小さな国、ルワンダと

ブルンジは、ともに農業に従事する国であり、と

もによく似た社会構造、景観を持ちながらも、内

戦に伴う帰還民の流出から起因する土地紛争に対

する土地政策、解決システムが大きく異なる、似

て非なるもの同士です。特にルワンダの土地政策

は、コメンテーターの方も触れていましたが、土

地の共有（land sharing）という非常に抜本的な政

策を実行しています。この政策は、大量に帰還し

た難民に対して、自分の故郷に戻らずに比較的人

JICA研究所主催「紛争後の土地･不動産問題」
　　　　　  研究セミナーに参加して

城南支部 豊　田　智　圭

会　員　寄　稿会　員　寄　稿

（first published 2014 by Routledge）

口密度が低い地域で土地を占拠するよう促したう

えで、もとの居住者との間で土地を折半させる政

策であり、大量の帰還民を受け容れるだけの土地

が確保できないという土地不足の問題から、帰還

民に対して土地を保証してあげるという事情背景

があります。そのため、土地の権利も帰還民、そ

して占拠者双方に認めているということです。さ

らにルワンダの場合、女性の土地権利問題、そし

て土地登記制度においても注目すべき改革を行っ

ています。伝統的な父系社会であったルワンダに

おいて、1999年を境に女性の土地権利を認める相

続法が制定されました。但し、これまでのルワン

ダの父系社会の混乱を避けるため、1999年以降に

結婚した女性のみが土地を相続できる運用となっ

ているようです。

さらに、土地登記制度においては、既にルワン

ダ全土に対して登記がされており、アフリカ大陸

の中では類を見ないほどの早さで土地政策が進ん

でいます。しかし、この登記制度にはいくつか問

題点があります。land sharingを採用しているか

らには、土地所有者が一人のときもあれば、複数

存在するなど、財産権が不明確かつ重層的である

中での登記の仕方、加えて、とりあえず既に亡く

なった人の名前で登記した状態のまま放置し、登

記名義人とそこに住んでいる人たちとの不一致が

かなりの数で存在しているようです。日本国内で

も、相続登記を済ませていないという事案はよく

ありますが、ルワンダの場合、敢えて現実に沿っ

た登記をしないこと、それによって一種の曖昧さ

を残し、紛争を避ける方法として考えられていま

す。ルワンダはland sharingを始めとする画期的な

政策によって、近年、土地紛争が減少していますが、

果たしてこの政策が今後どこまで持続されるかと

いうこともあわせて課題のひとつとして残ってい

るようです。一方のブルンジについては、一定の

制度自体は一応存在するものの、執行が具体化し

ていないというのが現状です。もちろん、登記制

度もルワンダほど発達していないということにな

ります。

これに対しボスニア･ヘルツェゴビナ（BH）は、

ルワンダやブルンジとは大きく異なり、避難期間

がかなり短期間で、財産権も比較的明確であった

ことから、帰還民に対する不動産の返還に成功し

ています。つまり、紛争前の所有者あるいは占有

者の権利を優先するという原則を実現し、関係国

際機関らが協力して不動産返還の実施をモニタリ

ングする「不動産法履行計画」を行うなど、BH全

土を見渡すことのできる動きをとりました。ただ、

国際社会の圧力が厳しすぎてBH自身で解決するこ

とが難しい問題ではあったようです。

以上の研究内容に対し、コメンテーターのうち

の一人である、弁護士であり、かつ、JICA国際協

力専門員でもある佐藤直史先生は、法整備支援の

立場から、次のとおりとても印象に残るお話しを

されていました。

「紛争後の民族というのは、「自分たちは自由で

ある」という感覚に陥りやすくなるが、紛争を終

えた後だからこそ、自分たちだけが権利を主張す

るのではなく、他人の権利を知り、それを尊重し

ていかなければならず、そこから「公共の福祉」

の概念に対する「気付き」が生じ、国づくりのプ

ロセスに繋がっていく。特に土地問題というのは

所有権という生活に密着した権利であるという特

殊性があり、また紛争後においては権利関係が複

雑なことが多いため、両当事者に対して白黒をつ

けるのではなく、それぞれの主張に理由があるも
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のとして調整をしていく必要のある難しい問題で

ある。法整備に携わるうえで重要なのは、ルール

をつくり、運用させるだけでなく、そこに住む人々

に法の存在の実感を持ってもらうまでのプロセス

こそが重要。」

いくら立派な法律をつくっても、抱える問題は

その国ごとに違っています。現地の情勢を汲み取

り、その国に住む人たちに「自分の権利はこのルー

ルによって守られている」という意識の変化を持

たせ、実際の暮らしの中で法律を実感してもらわ

ないと、本当の意味で「法整備」事業は成功した

とは言えません。

今回のセミナーにより、開発途上国の土地問題、

そして登記制度の問題を真正面から掘り下げるこ

ととなり、これまで以上にこの分野に携わりたい

という思い入れが強くなりました。何よりも、セ

ミナーの題材である書籍は英文書籍であったため、

改めて語学は大切だと実感しました。ですので、

完全に英語を捨ててしまわなくて本当に良かった

です（読むのに思っていた以上に時間がかからな

かったという程度ですが）。

私がこれまで出会った誰よりも努力家で聡明な

帰国子女の友人が言っていた言葉ですが、「語学は

質も量も大事だし、何より語学は財産」、今まさに

その言葉どおりだと痛感しています。高校･大学時

代の友人ほとんどが帰国子女という環境だったの

で、どうしても「流暢な英語」ばかりにとらわれ

ていたのかもしれません。でも「使える英語」を

駆使して、これまで得た知識や実務を活かすこと

だってできます。

私が目標とするところの開発途上国における「法

整備支援」事業に携わるためには語学強化はもち

ろんのこと、専門職としての法務実務･実績を積み

上げ、さらに、JICA主催の能力強化研修「法整備

支援コース」を受講･修了することで、JICAによる

専門家の現地派遣への道がより開かれるようです。

どこまでできるかわかりませんが、語学も実務も、

やれるだけのことは最大限努力して向上していき

たいです。ちなみに今回は、準備期間も短く、大

した実績も無いことから、敢え無く強化研修には

落選してしまいましたが、次に繋がる課題も見つ

かったので、しっかりと準備をして、また挑戦し

たいと思います。調べたところ、JICA主導の派遣

専門家の年齢制限までにはまだまだ時間があるみ

たいです（55歳以下らしいです）。

じゃがマヨピザも美味でした。オススメ♪ 水タバコも人気のようです。

京都には、海外の多国籍のレストランが多数存在しております。

そこで見つけた美味しいお店を多数ご紹介します。ぜひぜひお立ち寄りください。

司法書士おすすめグルメ ショシラン
～海外編～

ショシランガイドショシランガイド

　N o . 1   Z AM  ZAM（ザムザム）No . 1   Z AM  ZAM（ザムザム）

夜の蝶達が舞い飛ぶ、眠らない街、そう、京都の歌舞伎町と言われる、ここ木

屋町に、一風変わったオシャレなパブ＆バーがあります。その名もZAM ZAM（ザ

ムザム）。

気取らないけど、オリエンタルでオシャレな装いのお店の門をくぐると、お客

さんは外国人や日本人女性客が多く、外国に迷い込んだような、なんともイイ雰

囲気です。

お料理は中東料理で、ファラフェルとグリルが売りです。ファラフェルとはひ

よこ豆のコロッケのことで、特に、サンドイッチにしたファラフェルサンドが人

気のようです。グリルとはケバブ、すなわち、お肉の串

焼きのことです。

オーナーは、イラン人のGHLAM REZA（ゴラム レザ）

さん。笑顔がとっても素敵な48歳。23年前、三菱自動車

の金型のエンジニアとして来日して以来、日本での生活

は早や23年になります。

以前は、「SHANDIZ（シャンディズ）」という、アゼルバイジャン料理の

収容80名程の大きなレストランも経営されていたそうです（なお、お父さ

んがアゼルバイジャン人で、ご自身はイラン人とのことです）。体力的に

しんどくなってきたため、SHANDIZはたたんで、現在はZAM ZAM一つに

したとのことです。

みなさん、というか、そこのあなた。夜の蝶達に翻弄されるのに疲れた、

そんなときは、オリエンタルなパブ＆バー ZAM ZAMに羽根を休めに行か

れてはいかがでしょうか。癒されること間違い無しです。

所在地：京都市中京区木屋町三条下る材木町185-1
TEL：075-755-0056

チキンケバブをサンドイッチにして
食べました。ぴしっとしまった、酸味
のある味付けで大変美味♪



　N o . 2   ロシアレストラン･キエフNo . 2   ロシアレストラン･キエフ

京阪･祇園四条駅７番出口の階段を上がり、四条通を少し入った所にある茶色い建物の中にロシアレスト

ラン･キエフがあります。夏にはビアガーデンが併設されるので利用された方も多いのではないでしょうか。

「Добро пожаловать（ダブロー パジャーラバチ･いらっしゃいませ）」とロシア語で書かれたテー

ブルマットがテーブルに置かれていて、私を出迎えてくれました。店はロシアの民謡等が静かに流れ、落

ち着いた雰囲気の中で食事を楽しみたい方にはピッタリではないかと思います。窓の外には鴨川を眺める

ことができ京都の眺望を楽しむことができます。ランチはコースメニューが主となっていてＡランチ･Ｂラ

ンチ･Ｃランチと３種類あり、ロシアの料理を腹一杯食べたいと思った私はＣランチをオーダーしました。

内容は、以下の通りです。

なお、メインディッシュはビー

フストロガノフ以外にも、「ビッキー（牛フィレ肉のサワークリームステーキ）」「白身魚のトマトソース」

「テフテリ（ロシア風ハンバーグ）」があり、その中から選ぶ形になります。

ケタはオイル漬によりサーモンの味が引き立っていました。またボルシチはビーツの赤みが際だってい

ていかにもロシア料理という雰囲気を醸し出していました。この辺までは事前知識として仕入れていたの

ですが、自分が初体験したのが最後のロシアンティー。今までレモンティーしか飲んだことのない自分に

とってジャムを入れるのは、ちょっとした冒険となりました。甘くなったら飲みにくいなという先入観が

ありましたが、実際に飲んでみるとそれほど甘くなく飲みやすいように思いました。

レストラン･キエフの名前の由来は1972年に京都市とキエフが姉妹都市になったことに由来するそうで

す。そのためか、ロシア語だけでなくウクライナの言葉も交じっているのかなと店の名前を見て思いまし

た（注：ロシアとウクライナは同じキリル文字を使いますが、言葉は少し違います。）。ちなみにレストラ

ン･キエフはロシア･ウクライナだけでなくコーカサスや中央アジアの地域の料理も提供しております。ロ

シアとコーカサス（グルジア）、ロシアとウクライナは近年軍事的緊張の高まった地域であります。政治

的なことはよくわかりませんが、ボルシチはウクライナが発祥ですし、ロシアではグルジアワインのファ

ンが多いと聞きます。食はお互いにつながっていますので早く融和して欲しいものだと思います。

さて、ちょっとした出来心で紙に「Oчень      вкусно！（オーチェニ フクースナ･たいへん美味しいで

す！）」と書きました。そうするとその日の夕方にキエフの社長から電話を頂きました。また一つ自分の

心の中にあるお気に入りレストランの手帳に追加されたように思いました。

所在地：京都市東山区縄手通四条上ル鴨東ビル6F
TEL：075－525－0860

･ケタ（サーモンのオイル漬け）
･ボルシチ
･カプスタサラダ（キャベツのサラダ）
･ビーフストロガノフ
  （細切り牛フィレ肉のサワークリーム煮）
･ロシアンティー（バラの花のジャム添え）
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チベット料理専門店です。チ

ベット料理を食べられるお店は他

にもありますが、専門店はとても

珍しいとのこと。店内もチベット

の雰囲気が漂っていました。

本日はランチをいただきました。私が注文したのはこちら。

＜チョチョランチ＞

左：チョチョ（チベットの焼きそば）／野菜がたっぷりであっさりし

た味付け。日本の塩焼きそばに似ています。お肉には京都産の鶏肉を

使用。

右下：モモ（チベットの餃子）／見た目はミニサイズの中華まんのよ

うですが、蒸し餃子。中の具は種類豊富で、私は羊肉とジャガイモを

いただきました。もちもちしておいしい。

右上：スィピン／黄唐辛子のソース。これは辛い！「何にでもかけて

食べてくださいね」とおっしゃっていましたが、かけすぎると大変なことになります…

チベット料理はスパイスがきいているものもありますが、基本的にそんなに辛くないので、このスィピ

ンで好みの辛さに調整するそうです。

デザートはドライフルーツが入ったヨーグルト。癖のないお味。

ちなみに、私がいただいたのは「モモ2個＆ヨーグルト」のセットですが、他にも

「モモ3個」や「スープ」のセットもあります。

一緒に行った友人が注文したのはこちら。

＜ショゴゴツェランチ＞

中央下：ショゴゴツェ（ジャガイモのカレー）／スープに近いカレー

です。そんなに辛くはありませんが、スパイスがきいています。

右：モモ

左：蒸しパン／上記の「モモ」と同じ皮でできています。これまた

もっちりしていておいしい。

中央上：漬け物／大根のお漬け物。クセになる辛さで美味。

チベット料理は初めてだったので、どんなお料理が出てくるかと構

えていましたが、どれもいつかどこかで食べたことのあるような、懐かしい優しい味でした（ただし、スィ

ピンのかけすぎには要注意です）。

お店は、会館からも比較的近いところにあります。みなさん、ぜひ一度お立ち寄りください。

こんな感じのお店です。
お香の匂いとゆったりした音楽。

癒されます…

　N o . 3   チベット･レストラン  R a n g z e n（ランゼン）No . 3   チベット･レストラン  R a n g z e n（ランゼン）
所在地：京都市上京区土手町通丸太町下ル駒之町554－3

TEL：075－256－0859
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日本では珍しいルーマニア料理のお店に行ってきました。

初めて食べるルーマニア料理にドキドキしながら、お店に入ると民

族衣装に身を包んだスタッフの方が温かく迎えてくださいました。

店長さんの笑顔が素敵です♪

店内はこんな感じです。

落ち着いた雰囲気で、ゆっくりお食事が楽しめました。

女子会やデートにおススメしたい雰囲気です。お邪魔した時は、休

日のお昼だったからか女性やご家族連れが多い印象でした。

わたしは聴けなかったのですが、月に2回ルーマニア民謡の生ライ

ブがあるそうです。

店長さんから、歌って踊って楽しいライブがあるので、ぜひお越し

ください♪とおススメされました。

次は、ライブのある日に行きたいです。

ランチの時間に行ったのですが、ランチはメイ

ンを3種類から選べる形式でした。

わたしが選んだのはこちら。サルマーレという

ルーマニア風のロールキャベツです。

薄味のトマト味で、すごくさっぱりしていて素材

の味が引き立っています。

デザートのチョコレートケーキは、一口食べると

濃厚なチョコレートの味が口の中いっぱいに広が

ります。

ランチは、これにライスORパンとコーヒーOR紅茶がつきます。

夜は、ルーマニアワインを楽しみながら、様々なルーマニアの家庭料理をいただくことができるようです。

次は、生ライブをやっている夜にお邪魔したいなぁと思いました。

オシャレな空間で、おいしい料理に舌鼓を打つそんなひと時を過ごせました♪

皆さんもぜひ、伏見にお越しの際にはお立ち寄りください。

お店の外観。ルーマニア国旗が見えます。

　N o . 4   C a s a - A n t o a n e t a（カサ  アントアネッタ）No . 4   C a s a - A n t o a n e t a（カサ  アントアネッタ）
所在地：京都市伏見区中油掛町94 プレアデス桃山1F

TEL：（お問合せ）075-603-2322（予約専用）050-5890-6662
モロッコ料理を通じてモロッコの魅力を多くの人に伝えたいとの思いで沙蘭さりまさんとベルベル人の

ご主人のお二人で初めて京都にオープンされた本格モロッコ料理のお店です。

本日ご注文させてもらったのは…。

まずは＜ビーフタジンセット＞

食材からでる水分だけを使ってお肉、豆類、たっぷりの野菜を煮込

んで調理されたモロッコ料理を代表するお料理です。セットのホブス

というモロッコのパンを煮込まれた具材からあふれ出した煮汁と一緒

に食べるとさらに美味しかったです。

続いてタジン鍋料理と並んでモロッコ料理を代表するクスクス、

＜チキンクスクスセット＞

クスクスは世界で一番小さいパスタ。

このパスタに煮込まれた鶏肉、たっぷりの野菜がたくさんかかって

いて具だくさんボリューム満点のお料理です。

どちらのセットにもサラダ、ハリラスープがついていています。

（タジンセットにはホブスがついてます。）

ハリラ･スープはラマダン（イスラム教の断食月のことです）明け

の栄養補給として食されているあっさりしていて胃に優しいスープで

す。サラダのドレッシングはスパイシーな感じで食欲が刺激されます。

どちらのお料理も香辛料はふんだんに使われていますが、水をがぶ

がぶ飲みたくなるような辛い料理ではありませんでした。さりまさん

が教えてくれましたがモロッコでは水が貴重なので料理の辛さは控え

めなんです、とのことでした。

食後にはモロッコの国民的飲み物であるモロッコ･ティー（写真右）

（ミントがきいて気分がリラックスできましたと）甘くておいしいア

ボカドジュース（写真左上）を頂きました。

写真左下のお皿に乗っているのはミネラルと食物繊維が豊富で栄養価の高いナツメヤシの実です。

店内はインテリアにもこだわりを感じ、落ち着いた雰囲気でゆっくりと時間

を過ごせる、そんな感じなのでご友人やご家族で　そんなモロッコの魅力を味

わってみて下さい。

ちなみにお昼だったので飲むのは控えましたがビールやワインとも相性抜群

の料理ですのでディナーでもぜひお伺いしてみたいお店でした。

皆さんもぜひ一度訪れてみて下さい。

店内はこんな感じです

　N o . 5   L A ･ BARAKA（ラバラカ）No . 5   L A ･ BARAKA（ラバラカ）
所在地：京都市下京区河原町通仏光寺下る富永町356 さくらビルB1階

TEL：075－352－8208
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木屋町三条の高瀬川沿いのひときわ目立つ建物、誰もが一度は見た

ことがあるのではないでしょうか？そう、あの世界的にも有名な建築

家、安藤忠雄氏が設計したTIME’Sビルの１階にあるメキシカンダイ

ニング　アボカド京都店。カラフルな色合いの店内は、ピンク、オレ

ンジといった暖色系が基調で、取材に行った日にはハロウィンの飾り

でいっぱい。

当日は雨模様でしたが、晴れると高瀬川のほとりでのオープンカ

フェとなり、女性に人気のお店です。春の桜の季節は最高のロケーショ

ンでしょうね。（カラーでないのが残念）

ランチは950円～何種類かあり、メキシコを代表するタコスや、タ

コライス、アボカドとエビのマリネ丼など、どれもおいしそうなもの

ばかり。

で、私が頼んだのは、土日祝限定の「秋のモレプレート」。モレと

いうのは、カカオとスパイス、香味野菜などを煮込んだメキシコの伝統的なソースのこと。下味をつけ

てさっと煮た鶏肉にたっぷりとチョコレート色のモレソースがかかっており、パッと見は、カレー？シ

チュー？といった感じでした。

ランチプレートにはアボカドがついており、これがまた柔らかくて最高！トルティーヤ（トウモロコ

シや小麦粉で作った薄い生地を焼いたもの）に野菜、アボカド、鶏肉のモレソースをのっけてパクリ。

そのモレソースのお味は…あれ？チョコ？でも、甘くない…お、香ばしい、ちょっとスパイシー！ Está 

delicioso!（美味しい）

トルティーヤのトウモロコシの香りと相まって、とても美味しく、つい、トルティーヤをお代わりしちゃ

いました。（トルティーヤは小麦粉とトウモロコシ生地が選べます。）

で、もう一つ紹介するのは、メキシカン定番のタコス。

トルティーヤに、ポーク、チキン、ぷ

りぷりのエビから好きな具材をのっけて、

メヒカーナというサルサ（ソース）をか

けて食べます。これにもアボカドがつい

ており、美味しいヘルシー満足度100％の

ランチでした。

　N o . 6   M e x i c a n  D i n i n g  AVOCADO  京都店No . 6   M e x i c a n  D i n i n g  AVOCADO  京都店
所在地：京都市中京区中島町92 TIME’S 1F

TEL：075-231-0100

　N o . 7   トルコ料理専門店  イスタンブール  サライNo . 7   トルコ料理専門店  イスタンブール  サライ

河原町三条上る、朝日会館の裏手、河原町教

会から道を挟んだ横手のビルの3階にトルコ料

理専門店　イスタンブール　サライがあります。

店員さんは、来日して20年以上というオーナー

をはじめトルコの方ばかり。私が訪問したとき

は、お客さんも外国の方が多かったです。また、

子供連れの方も何組かいらっしゃいました。店内に入った途端、お肉の焼ける香ばしい香りが漂い、食欲

を刺激してきます。家具、置物や絨毯など、トルコの調度品と思われるものに囲まれた店内は、高級感が

ありつつも落ち着いた雰囲気で、窓の外には河原町教会が見えます。

ランチは、ピデランチ・チキンケバブランチ・煮込みランチ、シシケバ

ブランチのほか、一品ものも沢山あり、選ぶのに迷ってしまうほど種類が

豊富でした。この日は、ピデランチとチキンケバブランチ、一品ものでビ

ベルドルマ（ピーマンのピラフ詰め）をオーダーしました。トルコ料理と

いえばケバブでしょ！ケバブといえばシシケバブでしょ！と言いたいとこ

ろだったのですが、ラム肉に抵抗感のある同行者のこともあり、この日は

無難にチキンを選択しました。ピデとは、トルコ風ピザのことでピザの原

型と言われているものです。

先ずはスープ、前菜、パンなどが運ばれて来ます。前菜の中にあるペー

スト状のものをパンにつけて食べると絶品！素朴なのにとても繊細な味付

けで、かつやさしい味わいなので子供でも食べられるものばかり。

次にピデですが、上に乗せられた子羊肉の挽き肉がとても美味しい。ラ

ム肉にありがちな独特の風味がほとんど感じられず、ラム肉が苦手な方で

も美味しくいただけると思います。同行者も美味しい～と言って食べてい

ました。こんなことなら、シシケバブにしておけば良かった…。このとき、

次回は必ずシシケバブを頼もうと思いました。ビベルドルマ（ピーマンの

ピラフ詰め）は、ピラフが今までに食べたことの無い味付けで、オイルと

調味料の調和が取れたとても繊細な味でした。

さて、お待ちかねのメインディッシュ、チキンケバブがやってきました。

目の前に運ばれてきた時から、焼けたチキンの香ばしい香りが、嗅覚と胃

袋を直撃します。そして、いよいよ焼きたて熱々のチキンを切り分け、口

に運ぶと、もう…言葉にならない至福の瞬間です（感涙）。本当にとても

美味しく、このチキンケバブを求めてまた来ようと思いました。と同時に、

シシケバブへの期待もより大きなものになりました。

最後に、デザートが運ばれて来ました。トルコチャイ又はトルココーヒー

とライスプディングです。これがまた、とても美味しい。ライスプディン

グは甘すぎず、それでいてあっさりしすぎず、絶妙な甘さで、チャイやコー

ヒーにもよく合う大満足の一品でした。

所在地：京都市中京区河原町通三条上ル恵比須町534－28 松木ビル3F
TEL：075－213－2995
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森　　　明日香

韓　　　忠　鏞

猪野元　　　良

渡　邉　善　忠

太　田　　　綾

水　出　　　淳

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通六角下る七観

音町623番地　第11長谷ビル５階（司

法書士法人F&Partners）

事務所所在地　洛西支部
京都市右京区西京極午塚町131番

地３ グランビュー葛野201号

①サラリーマン生活に疲れ、独立

を考え、法律に興味があったの

と、かつ韓国語が活かせそうだと思ったためです。

②数少ない（？）韓国人の司法書士として、在日

韓国人の相続問題解決のサポートをしていきた

いです。

③どうせやるなら勝とうじゃないか

④ひとまずの目標は来年の全国司法書士マラソン

大会で優勝することです！

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通六角下る七観

音町623番地　第11長谷ビル５階（司

法書士法人F&Partners）

①サラリーマン時代に、京都のと

ある先生に出会ったこと。

②いつの時代も環境の変化に対応し続け、より多

くのサービスを提供し続ける業界であること。

③過去と他人は変えられない、未来と自分は変え

られる。

④よろしくお願いします。

事務所所在地　洛北支部
京都市北区大将軍一条町39番地

この度、京都司法書士会に入会

させていただきました司法書士法

人渡辺総合事務所の代表社員渡邉

善忠です。どうぞよろしくお願いいたします。

平成15年に大阪で渡辺司法書士事務所を開設し、

約11年に亘り業務をさせていただいています。

振り返ってみますと、経済状況、生活環境も著

しいスピードで変化し、我々の業務へも大きく影

響を与え、ご依頼頂く案件も複雑多様化してまい

りました。今まで以上に専門家として情報提供を

求められる時代になったと考えます。

誠実一途という信念をもとに、社会的役割を果

事務所所在地　洛西支部
京都市右京区梅津南広町27番地

（司法書士京都SUNNY合同事務所）

①大学在学中から就職することは

考えてなく、何か資格をとって、

ずっと続けていきたいと思える仕事をしたいと

考えていました。不動産関係の仕事をしていた父

の影響もあり、司法書士になろうと決めました。

②司法書士としても人としても話しやすく、安心

して任せてもらえる志の高い司法書士になりた

たして参る所存でございますので、今後ともご指

導ご鞭撻賜りますようお願い申し上げます。

事務所所在地　城南(木津）支部
京都府木津川市木津清水61番地３

司法書士として、司法書士の業

務を続けて行くことができること

に感謝し、日日精進して行く所存

です。諸先輩方には、今後とも御指導宜しくお願

いいたします。

新入会員紹介
アンケート　①司法書士になったきっかけ　②自身の描く司法書士未来像　③座右の銘　④一言コメント

1129 玉　田　純　平
事務所所在地　洛北支部
京都市北区鞍馬口通寺町西入新御

霊口町253番地３

和菓子屋の二男として生まれ20

歳から家業の和菓子屋の仕事を７

年ほど手伝い四条堀川の京菓子屋で5年間働いて

いましたが、親が引いてくれたレールではなく、

自身の道を歩みたいという思いから司法書士を目

指し一念発起、勉強を始めました。

妻と二人の子供がいますが、正社員だった京菓

1127

1125

1126

1128

笠　井　恵　三

佐　野　由　佳

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通三条上る場之

町592番地 メディナ烏丸御池３Ｆ

（JFD司法書士法人）

①何か資格をとった方がいいと考

え司法書士ならいけるのではと安易に考えた結

果時間がかかってしまいました。

②地域の方に頼りにされる司法書士になりたいと

思っております。

③一期一会

④どうぞご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上

げます。

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区三条通富小路西入中

之町19番地（みづき司法書士事務

所）

①お綺麗で知的で優しい先輩先生

の姿に憧れて志しました。

②温かさをもって依頼者のお心に添える司法書士

になりたいです。

③拈華微笑

④まだまだ未熟ですが、ご指導のほどよろしくお

願い致します。

事務所所在地　洛北支部
京都市左京区岩倉西河原町144番

地１

① 私は争いごとを好まない性格で

すので、もめ事に介入するより

もそれを回避、解決したいと考えます。ものご

とを穏やかにおさめ、そのことで、人の助けに

なれたら、それが私のやりがいにもなると考え

たことがきっかけです。

②「私はこういう点で困っている。」と声をあげら

れない人の気持ちをよくくみ取り、仕事以上の

仕事でその人の生活をサポートできる司法書士

でありたいです。

③弘法筆を選ばず。自分の至らないところを人の

せいや環境のせいにするのでなく、まず自分を

省みて研鑽を積み、一歩一歩前進していきたい

事務所所在地　城南(宇治)支部
京都府宇治市琵琶台一丁目17番地

の４（國友司法書士事務所）

この度、京都会に入会いたしま

した尾坂健太郎です。今後ともよ

ろしくお願いいたします。

沼　田　樹　男

尾　坂　健太郎

いです。

③継続は力なり。ありきたりですが、最近本当に

よく思います。すぐに結果は出なくても地道に

勉強し続け、経験を積んで、そしていつまでも

謙虚に、少しでも理想に近づけるよう努力し続

けていきたいです。

④分からないこと、知らないこと、勉強不足なこ

とばかりで、大先輩方に助けていただくことも

あるかと思いますが、どうぞ宜しくお願い致し

ます。

と考え、この言葉を選びました。

④ 開業したてで非常に未熟ですが、多くの人に支

えられながらここまで来ました。また、これか

らも多くの人の助けをかりながら仕事をするこ

とと思います。出会ったすべての人への感謝を

常に忘れず、いつの日か仕事で恩返しできるよ

うに頑張ってまいりたいと思っています。
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はいつか習慣になるから。習慣に気をつけなさ

い、それはいつか性格になるから。性格に気を

つけなさい、それはいつか運命になるから。

④司法書士とともに、長年寝かせていた社会保険

労務士の資格も同時に登録したため、この一年

は研修だけでも目の回るような忙しさでした。

新人研修もやっとひと段落、これからは実務を

通じて、一人前の司法書士に成長していけたら

と思っています。これからもご指導のほど、よ

ろしくお願いいたします。

子屋を辞職し私は新聞配達をしながら勉強。妻も

働きに出てくれて家族で司法書士を目指しました。

そしてなんとか2回目の試験で合格しました。

祖父の時代から営んでいる家業、父親が神輿会

や体育振興会の会長をしていること、私も若いこ

ろは少しヤンチャをしていたこともあり顔は広い

ほうですので、司法書士業には全く携わったこと

がなかったのですが即独立する次第となりました。

青年会で仲良くなった先輩や同期に聞きながら、

現在も司法書士業に奮闘しています。

司法書士は「身近な法律家」とよく言われますが、

一期一会を大事に地域の皆様や知人、友人、身近

な方々の手助けが先ずはできればと思います。

まだまだ「どんな司法書士になりたいか」等の

具体的な自身の未来像は見えていませんが目の前

のことを一生懸命解決していきたいです。

1132

1130

1133

松　本　恵　子

宮　崎　彩　織

岡　本　敏　史

事務所所在地　洛南(本局)支部
京都市下京区四条通新町東入月鉾

町39番地１ 四条烏丸大西ビル８Ｆ

平成25年11月に司法書士試験に

合格し、平成26年４月に司法書士

登録をした松本恵子です。実務経験がないにもか

かわらず、洛南支部の松田義浩氏の司法書士くむ

総合事務所にて、平成26年６月に開業いたしまし

た。最近は、成年後見や保佐の業務を始め、様々

な人との出会いや、初めての業務に毎日ドキドキ

しながら、奮闘しています。遅めのデビューゆえ、

見た目がベテラン？なので、早く、本当のベテラ

ンに近づくべく、実務と勉強を積み重ねていきた

いです。御指導、御鞭撻のほど、よろしくお願い

申し上げます。

事務所所在地　洛北支部
京都市上京区新町通椹木町上る春

帯町344番地２ 折坂ビル３Ｆ

①人の役に立つ仕事がしたいとい

う漠然とした思いで勉強を始め

ました。ですが、今から思うと、司法書士にな

るまで、実際にはどんな仕事なのかほとんど分

かっていませんでした。試験の合格発表があり、

自分の番号を見つけたときには、喜びとともに、

自分にこんな責任の重い仕事が務まるのだろう

かと不安になりました。その後この一年間を通

じて、目標としたい先生方とお会いすることが

でき、これから自分なりの司法書士像に一歩一

歩近づいていけたらと思っています。

②１）相談のスキルを磨く

　２）アンケートで「とても満足だった」を増やす

　３）決済で何があっても動じない

　４）寄り添える後見人になる

　５）出会えてよかったと言ってもらえる仕事を

　　する

③思考に気をつけなさい、それはいつか言葉にな

るから。言葉に気をつけなさい、それはいつか

行動になるから。行動に気をつけなさい、それ

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通三条上る場之

町592番地 メディナ烏丸御池３Ｆ

（JFD司法書士法人）

①法学部出身で司法試験を受験し

ていた（当然合格はしていません）こともあり、

ずっと法律に関わる仕事がしたいと思っていた

から。それまでの自堕落な生活にピリオドを打

ち、自立自活できるようになりたかったから。

平たく言えば、「早く食っていけるようになりた

かった」から。

②まずは、食っていける、家族を食べさしていけ

1135

1136

1134

原　　　敦　彦

亀　井　　　啓

本　田　哲　郎

事務所所在地　洛央支部
京都市東山区泉涌寺門前町26番地

12 谷ビル２階

語学留学を経て再び京都会に

戻ってまいりました。これから司

法書士として恥じない仕事ができるよう日々より

いっそう頑張っていこうと思っています。どうぞ

よろしくお願いします！

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区麩屋町通竹屋町上る

舟屋町417番地

はじめまして。亀井啓と申しま

す。平成25年に合格しまして、新

人研修・特別研修を終えた今年の４月から京都市

内の事務所で働いています。

事務所所在地　洛南(伏見)支部
京都市南区西九条小寺町９番地１

第三光マンション201号

平成26年５月に京都司法書士会

に入会いたしました本田哲郎と申

します。

私は、長い年月を法務局で勤務し、登記事務に

も携っておりましたが、一般的に登記官は権利に

関する登記の審査は形式的審査主義によることと

され、登記原因証明情報等の書面により事実や法

律行為を判断しており、観念的に実態をイメージ

するしかなく、特に不動産登記法の改正前では多

くが副本申請であり「錯誤」「真正な登記名義の回

復」なんかは、全く中味が判らないものでした。

登記制度に携っているといっても、事務を通じ

て表面的にしか理解していない感があり、もう少

し掘り下げて実態を捉えてみたい、司法書士の業

務を通じて知識・見聞を広げ、社会に関わってみ

たいというのが司法書士になった動機です。

入会してまず思ったことは、司法書士の皆様が

幅広い範囲で「国民の権利擁護」の使命を果たす

ためにさまざまな活動を活発に行っておられ、日

夜研鑽を積んでおられることでした。また、司法

書士実務を開始して多くの制度・法令は勿論、幅

る司法書士になりたいです。それが同時に「国

民の権利の保護に寄与する」ことになれば、最

高だと思います。

③「あきらめたらそこで試合終了だよ」（安西光義）

「明日からがんばるんじゃない…今日…今日だけ

がんばるんだっ…！今日をがんばり始めた者に

のみ…明日が来るんだよ…！」（「賭博破戒録カ

イジ」より）

　「友を持つ者は人生の落伍者ではない」（映画「素

晴らしき哉、人生」より）

④決済をはじめ、様々な場面で先輩方とご一緒さ

せて頂く機会があるかと思いますが、その際は

ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。ま

た、お酒が大好きなので、そちらの方もぜひご

一緒に！ありがとうございました。

広く膨大な知識を理解・吸収する必要があること

を今更ながら実感しました。こつこつと勉強する

ものの、年々脳のメモリー容量が低下して悪戦苦

闘の毎日であり、皆様に追いついていけるかいさ

さか不安でもありますが、少しずつでも吸収し幅

を広げていきたいと思っております。

ある週刊誌によると「士業」分野は、衰退する

業務であると書かれていました。しかし、司法書

士は「不動産バブル」「サラ金問題」「高齢化社会」

等、その時代に直面した社会問題に柔軟かつ積極

的に関与して実績を上げ、更には業務の範囲を拡

大しています。今後も時代の波を乗り越えていく

ものと信じております。

自分自身が今後どのように取り組めるかは未知

数ですが、体力・知力と相談しながら老人力を駆

使して頑張りたいと思います。

司法書士１年生としてスタートしたばかりで、

「法律の専門家」としての頂上は、遥か雲の上です

が、一歩ずつ少しでも上を目指したいと思ってお

ります。身体は経年劣化し硬くなりましたが、頭

はまだ柔らかいつもりです。どうぞよろしくお願

いいたします。
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1138

1140

1139

1137

鈴　木　香　織

川　原　　　剛

小　幡　麻衣子

小　山　智　子

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区西ノ京上合町36 オカ

ビル４Ｆ（アローズ司法書士事務

所）

①両親が資格（一級建築士・幼稚

園教諭）を活かして働いていたことや、結婚・

子育てを経ても働き続けやすい仕事がしたいと

思ったこと、また、法学部であったことから司

法書士を目指すことにしました。自分に向いて

いるかはわかりませんが、お仕事はとても楽し

く、充実した毎日を過ごしています。

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通三条上る場之

町592番地 メディナ烏丸御池３Ｆ

（JFD司法書士法人）

今年、京都で司法書士登録しま

した川原剛と申します。まだまだ未熟ではござい

ますが、日々精進していく所存で御座いますので、

皆様の御指導等頂けましたら幸いです。どうぞ宜

しくお願い致します。

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通三条上る場之

町592番地 メディナ烏丸御池３Ｆ

（JFD司法書士法人）

はじめまして。新入会員の小幡

麻衣子と申します。

司法書士になったきっかけは、大学で法学部に

進学し、法律を活かせる仕事がしたいと思ったか

らです。また、その頃家族が司法書士の先生にい

ろいろお世話になり、女性も活躍できる職業だと

思ったからです。自身の描く司法書士未来像とし

ては、この司法書士なら安心して任せられるし、

任せたいと思われるような人物になれるように、

実務の勉強とともに、内面も磨いていきたいです。

座右の銘は、“初志貫徹”です。

まだまだ未熟者ですが、精一杯頑張っていきま

すので、これからよろしくお願いいたします。

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通二条上る蒔絵

屋町263番地 京榮烏丸ビル２階（司

法書士法人鵜川事務所）

②「楽」自分も、周りも、たのしく・らくにでき

たらいいなと思います。今は周りには迷惑をか

けっぱなしですが…。

③出身は和歌山県岩出市で、現在は京都市北区紫

野に住んでいます。趣味は、漫画を読むこと、

美味しいケーキ屋さんの発掘です。この度、先

輩の皆様が築いてこられた「司法書士」という

職業の仲間入りをさせていただき光栄に思って

おります。胸を張って「私は司法書士です」と

いえるように頑張りますので、ご指導よろしく

お願いいたします。

私は、大学が国際文化学部だったので、ほぼ法

律に触れる機会はありませんでした。勉強を始め

るまで司法書士という職業を知りませんでした。

知るきっかけになったのは、大学の同級生が司法

書士試験の勉強を始めたと聞いて、調べてみたら

おもしろそうだったので、私も軽い気持ちで勉強

を始めました。

実務を経験して半年ほど経ち、一番感じている

ことは、受験勉強の知識よりもさらに深い着眼点

が必要だということです。当たり前のことですが、

そのことを日々実感しています。例えば、共同相

続人である成年後見人と成年被後見人が遺産分割

協議を行うには、特別代理人の選任を申し立てな

ければならないというのが、受験勉強の知識です。

しかし、実務では、遺産分割協議の内容によって

は特別代理人の選任が認められないというところ

まで考えなければなりません。選任が認められな

い可能性もあるということは、受験時代は考えも

及びませんでした。実務は本当に深いです。でも

毎日充実しています。皆様、未熟者ですが、よろ

しくお願いします。

1141 1143熊　谷　大　樹 杉　本　　　亘
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通三条上る場之

町592番地 メディナ烏丸御池３Ｆ

（JFD司法書士法人）

①小さいころに親族が法的な紛争

に巻き込まれたことがあり、少なからず法律に

興味をもつようになりました。大学は法学部に

進み、次第に将来は法律関係の職につきたいと

思っていたところで、司法書士は予防司法の担

い手ということを聞き、興味をもったことがきっ

かけです。

②登記以外の様々な分野でも活躍する人が今以上

に増えるだろうと思っています。

④まだまだ未熟ですが、早く一人前の司法書士に

なれるように頑張りたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区室町通錦小路上る山

伏山町558番地 三洋室町ビル302号

初めまして、平成25年合格の杉

本亘と申します。電話で名乗ると

三割ほどの確立で藤本と間違われますので、文書

で自己紹介する機会をいただき感謝しております。

この機会に名前だけでも覚えていただければ幸い

です。

①大学時代、宅建の勉強をしていたことをきっか

けに、司法書士という資格を知り、何となく目

指し始めました。強い動機もなく目指したため

か、合格したときには、勉強開始時より８年が

経過していました。

②法律に詳しい良く笑うオッサン。

③人はもっと自由でいい。

④司法書士１年目で毎日わからないことの連続で

す。そんな中、周りの人からアドバイスをいた

だきながら何とか仕事をやっており、人とのつ

ながりの重要性を痛感しております。

　未熟者ですが、よろしくお願いいたします。

1144 矢　田　明日香
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区西洞院通夷川上る毘

沙門町398- ３ AXIS101

①大学３回生の秋。周りが就職活

動に突入する中、自分はどんな

風に生きたいのだろうと思ったのが司法書士を

目指したきっかけでした。就職して社会人にな

り、家族ができ子供を産んだ後、果たして自分

はどんな場所にいるのだろうと…。出産して会

社勤めを辞めたりしたら、その後復帰したいと

きに私は社会に受け入れられるのかな？など漠

然とした不安がありました。その時に頭に浮か

んだのが祖父の姿でした。祖父も司法書士をし

ており、母が小さいときは仕事をしながら子守

もしていたと聞いていたので、「私も将来は子育

てしながら細々と仕事できたらいいな」なんて

甘いことを考えておりました。そんな単純な動

1142 近　藤　純　子
事務所所在地　洛央支部
京都市中京区烏丸通夷川上る少将

井町222 シカタオンズビルディン

グ301（ひかり司法書士法人）

①大学卒業後は、営業の仕事をし

ていましたが、これが一生の仕事になるのだろ

うか、と考えるようになり、以前から興味のあっ

た法律に関わる資格を取得したいと思い、司法

書士を目指しました。

②司法書士登録をしてから、戸惑う場面も多く、

やはりいろいろな経験を積む事が何よりも大切

だという事を実感しています。今後とも、努力

を怠らず、気配りを忘れずに色々なことに挑戦

していきたいと思っています。

③特になし

④諸先輩方のお仕事ぶりから、いろいろ勉強させ

ていただきたい、と思っておりますので、よろ

しくお願い申し上げます。
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1145

1147

1146

本　田　久美子

山　森　貴　幸

伊　藤　泰　三

事務所所在地　洛北支部
京都市北区紫竹下高才町６番地３ 

デ・リード京都北山通205

①大学時代に司法書士事務所でア

ルバイトをしており、司法書士

という仕事の楽しさ、責任を知り、自分も目指

してみたいと考えるようになりました。

②地域の方々に「あなたがいてくれて良かった」

と思っていただけるような司法書士になりたい

です。

③特段言えるほど人生経験がないのですが、今ま

で仕事をしていく上で、初心を忘れないように、

慢心せずに常に謙虚に誠実に、事件に向き合う

様にと努めてきました。

④神奈川県会で以前登録をしておりましたが、こ

の度京都へ引っ越して参りました。京都のまち

はとても美しくて、まだまだ観光客気分が抜け

ず、あちこち歩き回っております。さらに京都

が魅力的なまちになるように、司法書士として

貢献していければ…と思います。どうぞよろし

くお願い致します。

機でしたが、今自分が本当にこの職業について

いるなんて、とても不思議です。

②私の様な新人がおいそれと司法書士の未来像に

ついて語ることはできません。しかし司法書士

だけでなく他の資格にもいえることですが、定

型業務さえこなしていればご飯が食べられた良

き時代は何処へ、厳しい世の中です。

③「転ぶなら前へ」…転んでも前に転んだなら前

進しています！

④どうぞ宜しくお願いいたします。

小柄なおじいさんである。腰が曲がっていて歩幅

は小さいが、歩くスピードはなかなか速い。変わっ

ているのは、その格好である。着ているものは蛍

光色が多用され、中でも、帽子はタヌキの被り物

であったり、人気キャラクターであったり何かの

被り物をいつも装着している。彼と遭遇したはじ

めの頃は、単なる目立ちたがりの変人なのだと思っ

て、道で彼とすれ違うたびに凝視することしかで

きなかった。

しかし、何ヶ月か彼を観察していると、私はあ

ることに気づいてしまった。彼の被り物には確実

にテーマが存在するのだ。ハロウィンが近づくと

カボチャの被り物を、阪神が勝ち進むと虎の被り

物を、クリスマスにはトナカイを、夏には花火を。

我々が気づかないうちに、彼は機に臨んで変に応

じ、街の人々を楽しませようとしていたのだ。私

は、それ以来、彼を道端で見かけるたびに、なに

やら安堵感すら覚えるようになった。彼は人知れ

ず、街の人々のために自分の役割を果たしている。

そういう司法書士に私はなりたい。

事務所所在地　洛南(伏見)支部
京都市伏見区深草西浦町三丁目70

番地 第５長栄アストロビル503

①人の役に立つ仕事をしたかっ

た。趣味イコール仕事と思える

職業に就きたかった。

 ②登記業務に偏らず、名ばかりではなく、真の意

味での街の身近な法律家として様々な法律問題

にアプローチしていく。

 ③日々勉強、前進あるのみ。努力しない者に未来

はない。人に優しく、自分に厳しく。誰よりも

仕事をする！

 ④同業者の知り合いがそんなに多くないですが、

今後よろしくお願いします！事務所所在地　洛央支部
京都市中京区西ノ京東中合町56番

地 パレット御池201号（西大路司

法書士法人）

家の近所でよく見かけるおじい

さんが、変わっている。齢は70歳を越えていそうな、

1150

1149

堀　尾　　　格

山　本　　　亮

事務所所在地　洛央支部
京都市中京区室町通御池上る御池

之町323番地 ミサワ京都ビル７階

④とにかく未熟者です。諸先輩方

のご指導ご鞭撻をよろしくお願

いいたします。

事務所所在地　洛南(本局)支部
京都市下京区綾小路通烏丸西入童

侍者町167番地（司法書士法人岡

事務所）
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編　集　後　記

タイムリーなネタと、会員のみなさんが興味のありそうなネタ、会員それぞれの取組（趣味も含む）など
を広く集め、今回は頑張ろうと早くからテーマを決めて動き出したにも関わらず、ふたを開けてみればこの
時期に発行となってしまい申し訳ありません。
原稿依頼の時期から、編集後記を書いているこの時期までに色々な動きがあって、記事の内容が時代遅れ
となっている感が無きにしもあらずですが、これも一つの記録としてご笑納いただければと思います。
ただ、執筆者の方々の熱き思いは、編集をしている我々が肌で感じる事が出来ました。常に変化する時代
にもまれながらも、司法書士制度を維持発展してきたのは、その時代時代で熱き心を持った司法書士たちが
活躍したおかげなのだと改めて認識しました。司法書士は登記を通じて不動産取引、企業活動を下支えする
重要な職業です。後見業務や訴訟関連業務でも活躍の幅は広がっています。にもかかわらず、あまり世の中
の認知度が低いのが残念でなりません。
みなさん一人一人が、地域社会や仕事関係以外の団体で活躍していただき、司法書士という職業の宣伝部
長の役を担っていただければと期待します。
最後になりましたが、執筆者のみなさま、本当にありがとうございました。

浅　井　　　健

編集後記を書くのはこれで４回目です。書くたびに１年なんてあっという間に過ぎるものだなと感じます。
今年もお忙しい中原稿の執筆を快くお引き受けくださった皆様に心より感謝申し上げます。

岩　城　寿　英

ガチで挑んだ会報作り。色んなことを考え、色々な方の話を聞き、多くの人の協力がないと会報はできな
いなと感じました。感謝。

松　本　　　尚

今年も会報の発刊にこぎつけることが出来たのは、なにより、私たちの原稿依頼に引き受けてくださった
皆様のおかげです。心より感謝いたしております。本当に有難うございました。

岩　見　貴　史

今年はどの山に登ろうかなぁ。お弁当持って、温泉入って。もちろん、帽子に長袖の完全防備（紫外線キライ）
の怪しい格好で登ります。オススメの場所がありましたら、ぜひ教えて下さい！

桝　中　祥　子

外国料理のお店（自身はモロッコ料理店）の取材を通じて、普段口にしているものとはちょっと違った料
理を楽しむことができ、店主の料理に対する熱い思いを感じることが出来ました。また探してみると市内だ
けでも様々な国の料理がありそれも新たな発見でした。今回取材に応じて下さった店舗の方々に感謝すると
ともに是非皆様もご家族、ご友人様と一緒に足を運んでいただければ幸いです。

堀　田　智　弘

今回の会報では、ショシランにて中東料理のZAMZAMさんに取材をさせて頂き、昨年よりは貢献度に数ミ
リだけ前進したような…でも、やはりあまりお役立ちできていません。すみません。さておき、本会のこの会報、
過去のものを振り返ってふと読んでみても、とても面白いです。原稿を執筆してくださった方の真摯の姿勢
がやはり年月を超越して何かしらを伝えてくださるのかなと思いながら…そして、司法書士って職業柄か誠
実で真面目な人が多いなと（いい意味で）、原稿読ませて頂いていて本当にそう思います。独身率は高そうで
すが（僕もです！笑）。

松　田　義　浩

やはりまたあっという間に１年が過ぎ、会報発行の時期となりました。
ほんの少しの取材とほんの少しの執筆（と言えるようなものではないですが）はしましたが、けっこうな

時間と労力を費やしたように自分では感じましたので（それ以上に楽しかったですが）、たくさんの原稿を執
筆していただいた方々には、尊敬と感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。
このみなさまの努力や苦労がいっぱいに詰まった会報が、１人でも多くの方々にお読みいただけることを

願っております。
伊　藤　美也子

去年は、何もできないまま、いつのまにか会報が出来上がったと感じておりましたが、今年はショシラン
の執筆を一本させていただき、去年よりは少しだけお役に立てたのではないかと思います(笑)
お忙しい中、会報にご寄稿くださいました皆様、ありがとうございました。

氷　見　佑美子

平成26年は、遊び（TDL&TDS）・大切な友達の結婚式・そして研修のために、一年間で３回というこれま
でにない回数で東京へ行くことができました。どれも私にとってとても大切な、楽しい思い出となり、特に
研修については、今後の自分の進路をこれまで以上に大きく左右するほどのものになっていました。お陰で、
これからも東京に行く機会は増えそうです。
奈良会に所属していたときには原稿なんて書いたことがなかったので、他の方と比べればとても拙い内容

になってしまいましたが、今回の執筆をきっかけに「ちゃんと自分で考える」ことの大切さをもう一度再確
認できました。
最後になりましたが、このような私に執筆の機会を与えて下さった広報部の皆様、本当にありがとうござ

いました。
豊　田　智　圭

広報部部長

広報部副部長

同

主 事

同

同

主 事

同

同

同

担 当 理 事

浅　井　　　健

岩　城　寿　英

松　本　　　尚

岩　見　貴　史

桝　中　祥　子

堀　田　智　弘

松　田　義　浩

伊　藤　美也子

氷　見　佑美子

豊　田　智　圭

武　田　則　昭

広報部名簿
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